
『
石
井
三
家
系
図
』
の
成
立

1

連
歌
師
石
井
家
と
東
九
条
荘
下
司
職
石
井
氏

中

嶋

謙

昌

は
じ

め
に

南
北

朝

か
ら
室

町
、

織
豊
期

に
か
け

て
、
最

も
愛

好
さ

れ
た

芸
能

の
中

に
、
能

と
連

歌
が

あ

っ
た
。

こ
れ

ら
は
、
貴

族

や
有

力
武
家

等

を
中

心
と
す

る
上

層
階

級

に
も
愛
好

さ

れ
、
室

町
後

期
以
降

に

は
能

も
連
歌

も
嗜

む
と

い
う

人

々
が
少
な

く

な
か

っ
た
。

例
え
ば

、
織

豊

期

か
ら

江

戸
初
期

に
か

け

て
活
躍

し
た

公
家

山
科
言

経

は
、

連

歌

の

会

に

一
座
す

る

こ
と
も

あ
れ
ば

、
能

や

謡
を
賞

翫
す

る

こ
と
も

あ

っ

た

(『
言

経
卿

記
』
)
。

山

科

言
経

の
い
た

世
界

は
、

一
つ
の
芸
能

だ

け

が
好

ま
れ

る
よ

う
な

場

で
は
な
く

、
複

数

の
芸
能

が
交
錯

す

る
世

界

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

そ

の
よ
う
な

環
境

は
、

言
経

周
辺
だ

け

で
は
な

く
、
織
豊

期

の
京
都
新

在
家

に

も
見

ら
れ

る
。
こ

の
こ
と

は
、

最

近
、

拙
稿

「大
鼓

役
者

石
井

滋
長

の
周

辺

織
豊

期

・
京
都

新

在
家

の
文

化
的

環
境

」

で
論

じ
た

二̂

(以

下
前
稿

と

称
す

)
。

前
稿
で
は
、
能
楽
大
鼓
方
石
井
流
の
祖
で
あ
る
大
鼓
役
者
石
井
滋

長

に
注

目

し
、
滋

長
が
連

歌
師

石
井
家

や
新

在
家

衆

石
井

氏
と

同
族

で
あ

っ
た

可

能
性

を
指

摘

し
た

。
連

歌

師

石
井

家

は
、

『
新

撰

菟
玖

波
集

』

に
読

人
不
知

衆

と
し

て

一
句

入
集

し
た
、

石
井

了
派
を

祖
と

す

る
連

歌
師

の
家

で
あ

る
。
江

戸
期

に

は
、
猪

苗
代

家
と

と
も

に
仙

台
藩

伊

達
家

に
仕

え
、

近
代
ま

で
家

系

を
存
続

さ

せ

て
い
る
。

そ
れ

ゆ
え
、

滋
長

も
連

歌
界

と
近

か

っ
た

よ

う

で
あ

る

が
、
結

局

は
能
楽

の
世
界

で
大
鼓

役
者

と

し

て
大

成

し
た
。

滋
長

が
能

芸

に
接
近

で
き

た

の
は
、
全

く

の
偶
然

で
は
な

い
。

新
在
家

は
元
亀

四
年

(
一
五
七

三
)

新

た
に
建

設
さ

れ
た

町

で
あ

っ
た

が
、
立

売
な

ど
と

同
様

、
京

都

の
上

層
住

民
が
集

ま

っ
た
地

域

で
あ

る
。

そ

こ
に
は
、

連
歌

の
ほ

か
、

能

な
ど

の
芸
能

に
も

接
触

で
き

る
文

化
的

な
環

箋
が

あ

っ
た
。

そ
れ

で
は
、

滋
長

を
輩

出

し
た
と

思
わ

れ

る
石
井

家
が

、
な

ぜ
上

層
住

民

と
し

て
京
都

の
中

心
部

に
居

住

で
き
た

の
か
。
あ

る

い
は
、

石
井
家

が
、

了
派

以
降
、

連
歌

師
を

輩
出

し
、
貴

顕

や
著

名
な
連

歌

師

た
ち

の
間

で
連
歌

を
す

る

こ
と
が

で
き

た

の
か
。

そ
れ

は
、

石
井
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家

の
世
俗

的
な

実
力

に
も

一
因
が

あ

っ
た

と
想
像

さ

れ
る

が
、

こ

の

こ
と
が
明

確

に
わ

か
る
資
料

は

そ
れ

ほ
ど

多

く
な

い
よ
う

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

連
歌

師

石
井

家

の
祖

石
井
了
派

の
出
自

を

手
掛

か
り

と
し

て
、

こ
の
問
題

に

ア
プ

ロ
ー

チ

し
た

い
。

了
派

の
出
自

を
示

し
た
と

思
わ

れ
る
資

料
が
、

京
都

大
学

附

属
図

書
館

蔵

『
石
井

三
家

系
図
』
で
あ

る
。
本
書

の
成

立
な

ど

に

つ
い
て
、

詳

し
く
検

証
し

た
研
究

は
見

出
す

こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
が

、
従
来

、

連
歌

師

石
井
家

の
代

々
を
記

し
た
資

料
と

し

て
用

い
ら

れ
、
前

稿

に

お

い
て
も
、

同
様

の
姿

勢

で
本

書
を

用

い
た
。

し
か

し
、
本
書

は
、

連
歌

師

石
井
家

の
系
図

の
み
に
よ

っ
て
、

構
成
さ

れ

て

い
る

の
で
は

な

い
。
連

歌

師

石
井
家

系
図

の
前

に

は
、

「
石
井

三

家
」

な

る
も

の

の
系

図
が
存

在

し

て
い
る
。
分
量

か
ら

言
え
ば

、
紙

幅

の
半
分

は

「
石

井
三
家

」

の
記
述

で
占

め
ら

れ

て
お
り
、

本
書

の
書
名

も

「
石
井
家

系

図
」

で
は

な

く
、

「
石

井
三

家

系

図
」

で
あ

る
。

む

し

ろ
、

「
石

井
三
家

」

の
系

図
に
、
連

歌
師

石
井

家

の
系
図
が

付
載

さ

れ
て

い
る

と
言

っ
た
方

が

よ

い
。

本

書

は
、
連

歌
師

石
井
家

の
祖
先

に

、

「
石

井
三
家

」

を
位
置

づ
け

よ
う

と
す

る
意

図

で
、
作

成
さ

れ
た

系
図

と

考

え

る

べ
き
だ

ろ
う
。

た

だ

し
、
『
石
井

三
家

系

図
』

が

意

図
す

る
と

こ
ろ
と

、

そ
れ

が

史

実

で
あ

る
こ
と

と
は
、

全
く

別

の
問
題

で
あ

る
。

一
般
的

に
、
家

系

図

は
、

家

の
代

々
を
知

る
上

で
便
利

な
資

料
だ

が
、
史

実

を
反
映

し
て

い
る
と

は
限

ら
な

い
。
も

ち
ろ

ん
、

誤
写
や

誤
伝

の
可
能

性
も

あ
る
し
、
伝
説
的
な
内
容
や
後
人
に
よ
る
意
図
的
な
改
変
を
含
む
こ

と
も
あ
る
。

本

書

の
内

容

が
史

実

か
ど

う

か
は

、

「
石
井

三
家

」

に
関

す

る
部

分
を

含
め

、
史

料

に
よ

っ
て
、
歴

史
的

な
裏

付
け
を

し

て
ゆ
く

必
要

が
あ

る
。

つ
ま

り
、
本

書
全

体
が

、
ど

の
よ

う
な
事

情

で
成
立

し
た

の
か
。

「
石
井

三
家

」
が

何

者

で
あ

っ
て
、

そ

の
記
述

は
ど

こ
ま

で

が
史

実

と

言

い
得

る

の
か
。

そ

し

て
、

「
石
井

三
家

」

と
連

歌
師

石

井
家

の
間

に

は
、

ど

の
よ

う
な
関

係
が

あ
る

の
か
、

と

い
う
検

証
を

経
た

上

で
な
け

れ
ば
、

石
井
了
派

の
出

自
を

示
す
資

料
と

し

て
、

本

書
を

用

い
る

こ
と

は
で
き
な

い
。

本

稿

の
目
的

は
、

そ

の
よ

う
な

視

点

に
立

っ
て
、

『
石
井

三
家

系

図
』

の
伝

本
と
成

立
事

情
、

そ

し
て
系

図

の
史

実
性

に

つ
い
て
、

解

明
す

る

こ
と

に
あ

る
。

ま

た
、

そ

の
検

証
を

通
じ

て
、

石
井
了

派

の

出
自

も
、

あ

る
程

度

明
ら

か
に
な

っ
て
ゆ
く

だ
ろ

う
。
同

時
に
、

前

稿

の
記
述

に
対
す

る
若

干

の
補

訂
も
行

い
た

い
。

ま
ず

は
、
本

書

の

伝
本

と
書
誌

的
事

項

に

つ
い
て
説

明
す

る

こ
と
か

ら
始

め
、
編

者
や

成
立
時

期

と

い

っ
た
成

立
事
情

へ
と
、

論
を

進
め

る

こ
と
と
す

る
。

一

『系
図
』
の
伝
本
と
書
誌
的
事
項

『
石
井

三

家
系

図
』

(
以

下

『
系
図

』
と

略

称
)

に
は
、

伝

本
が

二
本

現
存

し

て
い
る
。

後
述

す

る
よ
う

に
、

両
伝
本

と
も

編
者

の
自
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筆
本

と
思

わ
れ

、

【
本
は

草
稿
本

、

も
う

―
本

は
草
稿

本
を

も
と

に

し

て
作
ら

れ
た
浄

書

本

で
あ
ろ
う

。

草

稿
本

は
、
京

都
大

学
附

属

図
書
館

蔵

(
5
-

64
/

イ
/

1
貴

別

)
、

整

理
書

名

は

「
石
井

三
家

系

図

初

稿
」
。

写
本

、
巻

子
本

一
軸

。

後
補

の
黄

土
色
無

地
表

紙

に
、
直

接

「
石
井

三
家

系

図

初
稿

石

井
家

旧
蔵

」
と
墨

書
す

る

が
、
表

紙

・
外

題
と
も

に
、

京
都
大

学

収

蔵
後

の
処

置

で
あ

ろ

う
。
本

文
料

紙

は
楮
紙

。
紙

高

}
六

・
四

㎝
、

全
長

一
八

七

・
三

㎝
(第

一
紙

四
六

・
二

㎝
、
第

二
紙

四
六

・
八

㎝
、

第

三
紙

四
六

・
九

㎝
、
第

四

紙

四
七

・
四

㎝
)
。

無

界
。

内
題

は

な

い
が

、
冒

頭

に

「
石
井
三
家

系

図
、
具

在
九

条
殿

下

之
日
記
。

今

為

略

記
之

」

(
句
読

点

は

私
に

付

し
た
。

以
下

同
)

と

あ

り
、

こ

の
後

に
本

文
が

続
く
。

成

立
や
書

写

に
関
す

る
奥

書
等

は

見
ら
れ

な

い
。

全
体

は

一
筆

で
書

か

れ

て
お
り
、
書

写
態
度

は
概

ね
良

好

で
あ

る
が
、

時
折

、
墨
滅

や
擦

り

消
し
、

墨
筆

・
朱

筆

に
よ

る
書

き
入

れ
が

見
ら

れ

る
。

ま

た
、

系
図

の
系
線

も

や
や

乱
雑

に
書

か
れ

て

い
る

の
で
、

草
稿

的
な

も

の
と
推

測
さ

れ
る
。

浄

書
本

は
、
京

都
大

学
付

属

図
書
館

蔵

(5
―

64
/

イ
/

2
貴

別
)
、

整

理
書

名

は

「
石
井

三
家

系

図

再

稿

」
。

写
本

、

巻

子
本

一
軸

。

草
稿

本
と

同
様
、

後
補

の
黄

土
色

無

地
表
紙

に
、

直
接

「
石
井

三
家

系
図

草

稿

石
井
家

旧
蔵
」

と
墨
書

す

る
。
本

文
料

紙

は
楮
紙

。

紙
高

三

三

・
六

㎝
、
全

長

二
三

一

・
九

㎝

(第

一
紙

四
六

・

一
㎝
、

第

二
紙

四
六

・
六

㎝
、
第

三
紙

四
六

・
六

㎝
、
第

四
紙

四
六

・
五

㎝
、

第

五
紙

四
六

・

一
㎝
)
。

高

さ

三

一

二
二

㎝
、
行

幅

二

・
二

㎝
程

度

の
押

界

が
全

紙

に
あ

る
。

内

題

は

「
石
井

三
家

系
図

」
。

奥
書

は
、

浄
書

本

同
様

見
ら
れ

な

い
。

後

に
詳

し
く
述

べ
る
が

、
第

四
紙

の
石

井

了
珍
ま

で

は
ほ
ぼ

一
筆

で
、
界

線

に
従

い
丁
寧

に
書

写

さ
れ

て

い

る
。

内
容

か
ら

も
、

草
稿

本
を

浄
書

し
た

も

の
と
思

わ
れ

る
が

、

子

孫

の
手

に
よ

つ
て
、

何
度

も
系

図
が
書

き
加

え

ら
れ

た
形

跡
が

見

ら

れ

る
。
ま

た
、
本

文
中

の
漢
文

に

は

一
部

訓
点

が
付

け

ら
れ

て

い
る
。

本

文

は
、

草

稿

本

・
浄

書

本

と

も

に
、

(
A
)

「
石
井

三
家

」

の

由
緒

を
漢

文
体

で
記

し
た
序

文

、
(
B
)
「
石
井

三
家
」
の
系

図
、
(
C
)

連
歌

師

石
井
家

の
系

図
、

の
三

つ
の
部
分

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

こ
の
三
部

分

は
、

石
井
三

家

に

つ
い
て
書

か
れ

た

A

B
部

分
と

、
連

歌
師

石
井

家

に

つ
い
て
書

か

れ
た

C
部
分

に
、

ま

と
め

る

こ
と

が

可
能

で
あ

る
。
た

だ

し
、
前

半

の
石
井

三
家

部
分

と
、

後

半

の
連

歌
師

石

井
家
部

分

の
間

に

い
か
な

る
関
係

が
あ

る

の
か
、

具
体

的

に
は

何
ら

示
さ

れ

て
い
な

い
。

草
稿
本
と
浄
書
本
の
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
前
半
の
石
井
三

家
部
分
に
お
い
て
は
、
表
現
を
整
理
し
た
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
両
伝
本
の
間
で
相

違
が
目
立

つ
の
は
、
後
半
の
連
歌
師
石
井
家
部
分
で
あ
る
。

草
稿
本
の
連
歌
師
石
井
家
系
図
に
は
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
中
期

に
至
る
十
名
が
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
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了
派
ー
了
英
―
了
玄
晶

娼

心
―
了
益
i
了
壇
轟

各

人

の
名

前

の
下
に

は
、
命

目
や

略
歴
な

ど
が

注
記

さ
れ

て

い
る
が
、

最
も
新

し

い
世
代

に
当

た
る

了
瑠
と

了
珍

に

は
、

命

日
が

記
さ

れ

て

い
な

い
。
成

立

に

つ
い
て
は
後

述
す

る
が

、
草
稿

本

は
、

了
瑠

と
了

珍

の
生
存
中

に
作

成
さ

れ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

こ
れ
に
対

し

て
、

浄
書

本

で
は
、

注
記

の
内
容

が
増

補

さ
れ

て

い

る
。
例

え
ば

、
了
益

・
了
壇

・
了
珍

に
は
、
命

日
や
略

歴

に
加

え

て
、

法
橋

や
法
眼

に
叙

せ
ら

れ
た
年

月

日
な
ど

が
注

記
さ

れ

て
い
る
。

他

に
も
、
了
壇

の
軒
号

を

「
弄
月
軒

法

眼
」
と

記

し
た
草

稿
本

に
対

し
、

浄

書
本

で

は

「弄

月
軒
法

眼
。

後
、

以
松
軒

」

と
号
を

改

め
た

こ
と

を
記
す

な
ど

の
増
補

も

見
ら

れ
る
。

ま

た
、
先

に
述

べ
た

よ
う

に
、
浄

書
本

で

は
、

了
珍

以
降

に

も
系

図

が
続

け
ら

れ

て

い
る
。

(了
珍
丁

了
民
―
了
珂
t
了
珪
H
野

軸

了
民

か
ら
了
珪

(
た
だ

し
注
記

の

一
行
目

ま

で
)

に
至

る
部

分

は
、

了
珍

ま

で

の
部

分
と
異

な

る
筆
跡

で
書

写
さ

れ
、

さ
ら

に
別

筆

で
、

了
珪

(注

記

の

二
行

目
以
降

)

か
ら

了
珀
ま

で

(あ

る

い
は

了
玲

の

名
前

部
分

ま

で
か
)

が
書

写
さ

れ
て

い
る
。

了
珀

以
降

は
、
同

筆
異

筆

の
判
定

が

困
難
な

ほ
ど
、

時
期

や
筆

者

の
異
な

る
書

き
入
れ

が
見

ら

れ
る
。

了
珀

の
子
で
あ

る
明
朗

・
静

子

に
は
、

墨
書

の
注
記

の
ほ

か

に
、

イ

ン
ク
書

き

の
記
述

も
見

ら
れ

る
。

そ

の
イ

ン
ク
書
き

の
部

分

に
は
、
大

正
五
年

の
年

記
が

見
ら
れ

、
大

正
期

に
至

る
ま

で
、

子

孫

に
よ

っ
て
系

図
が
書

き
継

が

れ
て
き

た

こ
と
が

わ
か

る
。

こ

の
よ

う

に
、

浄
書

本

の
連

歌
師

石
井
家

系
図

に
お
け

る

了
珍

以

降

の
部
分

は
、
浄

書
本

成
立

後

の
増

補

と
思
わ

れ

る

の
で
、
本

稿

の

考
察

で
は

、

了
珍

ま

で

の
記
述

の
み
を

扱
う

こ
と

と
す

る
。

二

『
系
図
』
の
編
者
と
成
立
時
期

『
系
図
』

は
、

両
伝

本

と
も

に
奥
書

等
を

持
た

な

い

の
で
、

編
者

や
書

写
者
、

成
立

時
期

を
明
確

な
形

で
知
る

こ
と

は
で
き

な

い
。
従

っ
て
、

本
文

の
内

部
徴

証

か
ら
、
成

立

に
関
す

る
事

柄
を

推
測

す

る

こ
と

に
な

る
。

『
系

図
』

の
成

立

に

関

し

て
は

、

『
国
書

総

目

録
』

に
簡

単
な

記

述

が
あ

り
、

著
者

を

「
石
井

了
珍

」
、
成

立

を

「
元
文

三
」

(
一
七

三

八
年

)

と

し

て

い
る
。

ま

た

、

「
別

に

元
文

三
―

大

正
五

の

一
本

あ

り
」
と

い
う

注
記

も
見

ら
れ

る
が
、

こ
れ
は
浄

書
本

を
指
す

も

の
と
思

わ
れ

る
。

本

書

の
編
者

は
、
『
国
書

総

目
録

』

の
述

べ
る
通

り
、

石
井

了
珍
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で
あ

ろ
う
。
草

稿
本

・
浄
書

本

(後
人
増

補
部

分

を
除

く
。
以
下
同

)

と
も

に
、

系
図

の
最
も

後

ろ
に
置

か

れ
て

い
る

の
は
、

了
旙
と

了
珍

で
、

連
歌

師

石
井
家

の
中

で
は
、

こ
の
二

人

の
み
に
命

日
が

記
さ

れ

て
い
な

か

っ
た
。

こ

の
う
ち

、

了
瑞

に

は
、

「吉

村

君

二
仕
、

病
身

ニ
テ
願

ノ
上

家
督

被

除

下
」

(草

稿
本

)

と
あ

り
、

既

に
家

督

相
続

者

か
ら
除

か
れ

た
旨

の
記

載

が
あ

る

の

で
、
『
系

図
』

に

見
ら

れ

る

人
物

の
中

で
は
、

了
珍

が
編
者

で
あ

っ
た
可
能

性
が

最
も

高

い
。

本

文

の
書

写

も
お

そ
ら
く

了
珍

に
よ

る
も

の
で
あ
ろ
う

。

こ

の
よ
う

に
、

『
系
図
』

は

石
井

了
珍

に

よ

っ
て
作

成
さ

れ

、
初

め
に
草

稿
本

が
成

り
、

つ
い
で
浄
書

本

が
書

写
さ

れ
た
と

推
測

さ
れ

る
が
、

そ

の
成
立

時
期

に

つ
い
て
は

一
考

を

要
す

る
。

『国
書
総
目
録
』
が
本
書
の
成
立
時
期
を
元
文
三
年
と
す
る
根
拠

は
、
草
稿
本
に
お
け
る
石
井
了
珍
の
注
記
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

了
珍
実
父
里
村
法
橋
昌
築
。

享
保
十

一
年
十
二
月
十
五
日
此
時
十
四
歳
、吉
村
君
江
御
目
見
、

部
屋
住

ニ
テ
七
種
御
連
衆
相
務
、
父
了
珀
享
保
十
七
年
十
二
月

朔
日

(「十

一
月
晦
日
」
を
見
せ
消
ち
)
如
願
隠
居
進
退
無
相

違
被
下
置
。
元
文
三
年
十
二
月
廿
三
日
、
御
近
習
御
相
伴
御
相

手
、
被
仰
付
引
続
宗
村
君
奉
仕
。

了
珍

は
了
壇

の
子
だ
が
、
実

父

は
里
村

昌
築

で
あ

っ
た
。
ち
な

み
に
、

昌

築

の
祖

父
は
里

村
南
家

の
昌

程
、

父
は
里
村

昌
純

で
あ

る
。

了
珍

は
、

享
保

十

一
年

(
一
七

二

六
)
、
当

時

の
仙

台
藩

主

伊
達

吉

村

に

仕

え

、

七
種

連

歌

の
連

衆

を

つ
と

め

る

こ
と

に

な

っ
た

三
}。

父

・

了
壇
が

享
保

十
七

年

(
一
七

三
二
)
に
隠

居
し

た
後
、
元

文
三
年

(
一

七

三
八

)
、
後

の
仙

台
藩
主

伊
達

宗

村
に

仕
え

た
と

い
う
。

こ

の
元
文

三
年

が
、
草

稿
本

に
お

け

る
最
も
新

し

い
年

記

で
あ

る

が

、
成

立
時

期
を
考

え

る
上

で
、

こ

の
年
記

は
あ

く
ま

で
目
安

に
過

ぎ

な

い
。
草

稿
本

の
成
立

に

つ
い
て
は
、

元

文
三
年

以
降

の
あ

る
時

期

と
考

え

て
お
く

べ
き
だ

ろ
う

。

対

し
て
、

浄
書
本

の
成

立
時

期

に

つ
い

て
は
、

ど

の
よ
う

に
考
え

ら

れ

る
だ
ろ

う
か
。

草
稿

本

の
成
立

の
上

限

は
元

文
三
年

で
あ

っ
た

が
、

浄

書
本

成
立

の
上

限
は
さ

ら

に
下

る
。

そ
れ

は
、
浄

書
本

に
お

け

る

了
珍

の
注
記

に
、
次

の
よ

う
な

記
述

が
見

ら

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

了
珍
金
籠
軒
、
燐
斎
、
一
片
庵
、
実
名
堅
滋
、
実
父
里
村
法
橋
昌
築
。

元
文
元
年
十
二
月
三
日
叙
法
橋
廿
人
歳
、
寛
延
二
年
四
月
廿
九

日
叙
法
眼
四
十

一
歳
。

享
保
十

一
年
十
二
月
十
五
日
部
屋
住
十
四
歳

二
而
、
吉
村
君
江

御
目
見
。
七
種
御
連
歌
御
連
衆
蒙
仰
。
父
了
壇
享
保
十
七
年
十

二
月
朔
日
願
之
上
隠
居
進
退
無
御
相
違
被
下
置
。
元
文
三
年
十
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二
月
廿

三

日
、

御
近

習
御

相
伴
等

、
如

父
引

続
奉

宗
村

君
仕
。

五
月
廿
九
日
卒
年
号
不
詳
安
永
五
年
遂
吟
味

浄

書
本

で

は
、

草
稿

本

の
内

容

に
加
え

て
、

軒
号

・
斎

号

・
庵

号
、

実

名
な

ど
も
知

ら
れ

る

が
、
今

は
法
橋

と
法

眼
に
叙

せ

ら
れ
た

時
期

に

注
意

し
た

い
。

す
な

わ
ち

、
法

橋

に
は

元
文
元

年

(
一
七

三
六
)

二
十
八
歳

で
、

法
眼

に
は
寛

延

二
年

(
一
七

四
九
)

四

十

一
歳

で
叙

せ

ら
れ
た

こ
と

が
わ

か

る
。

寛

延
二
年

は
、

草
稿
本

成
立

の
上

限

で

あ

る
元
文

三
年

の
十

一
年
後

に
あ

た
り
、

浄
書

本
成

立

の
上
限

は
、

元
文

三
年

よ
り
も

下

る

こ
と

に
な

る
。

ひ
と

ま
ず
、

浄
書

本

の
成
立

は
、

寛
延

二
年

以
降
と

言
え

よ
う

三
)。

さ

ら
に

、
浄
書

本

の
本
文

に
は
、

寛

延

二
年

よ

り
も
新

し

い
年
号

を
見

出
す

こ
と
が

で
き

る
。
す

な
わ

ち
、

連
歌

師

石
井
家

の
初

代
に

あ
た

る
了

派
に
関

す

る
注
記

で
あ

る
。
次

に
、

草
稿

本
と

浄
書

本

の

了
派

に
関
す

る
記

述
を

あ
げ

る

(
こ

の
引

用

に
限

り
、
行

分
け

を
底

本

通

り
と

し
た
)
。

【
草
稿
本
】

宗
祇
門
弟
為
連
歌
師

了
派

五
月
廿
九
日
卒
年
号
不
詳

【
浄
書
本
】

了
派

種
玉
庵
宗
祇
法
師
門
弟
子

連
歌
家
業

永
録

二
年
己

未

草

稿
本

は
、

了
派

の
没
年

を

「
年
号

不
詳
」

と
す

る
が

、
浄
書

本

で

は

「永
録

こ
年

己

未
」

と
年
記

が
加

え
ら
れ

、
さ

ら
に

「安
永

五
年

遂
吟

味
」

と

記
さ
れ

て

い
る
。

了
派

の
没
年

が
永

禄

二
年

か
ど

う

か

は
後
に
検

討

を
加
え

る
が

、
浄

書
本

の
成
立

を
考

え

る
上

で
は
、
浄

書
本

の

「安
永

五
年

遂
吟

味
」

と

い
う
記
述

が

い

つ
書

き

入
れ
ら

れ

た

の
か
が

、
重

要
な
意

味

を
持

つ
。

ま

ず
、

草
稿

本
と
浄

書

本

の
こ

の
記

述
か

ら
は
、

次

の

こ
と

が
わ

か

る
。
す

な
わ

ち
、
草

稿

本
制
作

当
時

は
、

了
派

の
没
年

が

不
詳

で

あ

っ
た
が

、
安
永

五
年

(
「
七

七
六
)

に

「吟

味
」

を

し
た
結

果
、

永
禄

二
年

(
一
五

五
九

)

と

い
う

没
年

が
判

明
し
、

浄
書

本

に
記
さ

れ
た

。

ま

た

、
浄

書

本

に
お

け

る

「永

録

二
年

己
未

」

「安
永

五
年
遂

吟

味

」

の
筆
跡

は
、

連
歌

師

石
井
家

系
図

の
了
珍

ま

で

の
筆

跡
と

同
じ

で
あ

り
、
編

者
自

身

(了
珍

で
あ

ろ
う

)

の
手
に

よ
る
も

の
と

思
わ

れ

る
。
し

か

し
、

そ

の

こ
と

と

、

「
安
永

五
年
遂

吟

味
」

の
記
述

が
浄

書

本

成
立

当
初

か
ら

存
在

し

て
い
た

こ
と

と
は
、

必
ず

し
も

直
結

し
な

い
。

「永

録

二
年

己
未
」

「安
永

五
年
遂
吟

味

」

の
二

つ
の
記
述

は
、

同
時
期

に
書

か
れ

た
も

の
と
思

わ

れ
る

が
、
仮

に
、

浄
書

本
成

立
時

点

か
ら

、

こ
れ
ら

の
記
述

が
あ

っ
た

と
す

れ
ば
、

次

の
よ

う
な

疑
問
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が
生

じ

る
。

つ
ま
り
、

浄

書
本
成

立
時

に

了
派

の
没
年

が
永
禄

二
年

と
判

明

し
て

い
た
に
も

か

か
わ
ら

ず
、

な
ぜ

「年

号
不

詳
」
と

い
う

草
稿

本

の
記
述

を
削
除

し
な
か

っ
た

の
か
、

と

い
う
疑

問

で
あ

る
。

浄

書
本

の
書

写
態
度

は

、
草
稿

本

を
そ

の
ま
ま

浄
書
す

る
だ

け

で

は
な

く
、
適

宜

表
現

を
整

理
し
、

内
容

を
増
補

す

る
傾

向
が
あ

る
。

仮

に
、
浄

書
本

成
立

当
初

か
ら
、
了
派

の
没
年

が
判
明

し

て

い
れ
ば

、

「年

号
不

詳
」

と

い
う

草
稿

本

の
記
述

は
、

浄
書
本

の
段

階

で
削
除

さ

れ

て

い
る
は

ず

で
あ

る
。

し

か
も

、

「
永
録

二
年

己
未

」
と

「安

永

五
年
遂
吟

味
」

の
記
述

は
、

い
ず
れ

も
行

末
に
位

置

し

て
お
り
、

浄
書

本
成

立
後

に
書
き

入

れ
ら

れ
た

可
能
性

を
否
定

す

る

こ
と

は

で

き
な

い
。

こ

の
よ
う

な

理
由

か
ら
、

浄
書

本
成

立

の
上
限

は
、
や

は
り

寛
延

二
年

と
考

え

て
よ

い

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

「永

録

二
年

己
未
」

「安
永

五
年

遂
吟

味
」

の
記
述

は
、
浄

書
本

が
成

立
し
た

後

に
、
編

者

の
了
珍
が

、
何

ら

か

の

「吟

味

」
を

通
じ

て
了
派

の
没

年
を
知

り
、

自

ら
書

き

入
れ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

以

上
、

『
系

図
』

の
成

立
時

期

に

つ
い
て
、

草
稿

本
成

立

の
上
限

を
元

文
三
年

、
浄

書
本
成

立

の
上

限
を

寛
延

二
年

と
考
え

た

の

で
あ

る
が
、

草
稿

本

の
成
立
時

期

を
、
成

立

上
限

い

っ
ぱ

い
の
元
文

三
年

頃
と
想

定
す

る
必

要
は

特

に
な

い
と
思

わ
れ

る
。
草

稿
本

と
浄

書
本

の
間

に
は
、

成
立
時

期

を
大

き
く
違

え

る

ほ
ど

の
異

同

は
な
く

、
草

稿

本
が

で
き

て
、

程
な

く
浄
書

さ

れ
た

と
想
定

し

て
お
き

た

い
。

厳

密

に
言

え
ば
、

草
稿

本

の
成
立

は

元
文

三
年

以
降

と

言
う

べ
き

で
あ

る
が
、
寛

延

二
年

以
降

に
、
草

稿
本

が
成

立

し
た
可

能
性

も
十

分
に

あ

ろ
う

。

つ
い
で
、

了
珍

が

『
系
図
』

を
作

成

し
た
動

機

に

つ
い

て
も

触
れ

て
お
く
。

先

に
述

べ
た
通

り
、
本

書

に
よ
れ

ば
、

了
珍

は

了
壇

の
養

子

で
あ

り
、

了
璋

の
実

子

了
瑠
が

病
身

で
あ

っ
た

た

め
、
家

督
を

相
続

し
た

と

読

み
取

る

こ
と

が

で
き

る
。

し
か
し

、
了
珍

の
養

子

入
り

に

は
、

生
家

で
あ

る
里
村
家

側

の
経
済

的
事

情

も
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

了
珍

の
実

父
は

里
村

昌
築

で
あ

っ
た
。

昌
築

の
祖

父

昌
程

は
、
幕

府
御

連

歌
始

の
宗

匠
を
務

め
、

父
昌

純

と
昌
築

自
身

は
、

幕
府

御
連

歌
始

の
第
三

を
長
年

務
め

た
。

し
か

し
、

昌
純

が
昌

程

の
嫡

子

で
な

か

っ
た

た
め

、
昌

築
は
あ

く

ま

で
分

家
格

で
あ
り
、

そ

れ
ゆ

え

に
逼

迫

し
た

生
活

を
送

っ
て
い
た

よ
う

で
あ

る
。
そ

の
様

子

に

つ
い
て

は
、

昌
築

が

『
無

分
別

之
談
』

で
自

嘲
気

味

に
述
懐

し

て

い
る

(四
)。

吾
方

は

父
昌
純

代
よ

り
御

会
を

つ
と

め
、
吾
も

同

じ
く
相

勤
ぬ

。

父
昌
純
、

常
御

あ

て
が

い
、
御

支

配
御
方

へ
年

々
御

願

ひ
申

せ

し
か
ど
、

時
う

つ
り
、
御

支
配

も

か
は

り
、

七
十

一
よ

り
老
病

お

も
り
、

御
用

も
引

退
き

ぬ
。

我
身

三

十
三
年

の
程

つ
と

め
、

父
が

つ
と

め

し
御
第

三
役

相
続

し

て
、
午

年
春

ま

で

つ
と

め
ぬ
。

し
か

る
に
細

川
家

合
力

も

へ
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り
、

其
上

人

々
の
大
願

も
例
な

き

ゆ

へ
相

か
な

は
ず
、

年

に

つ

け

つ
ン
不

勝

手
は
増

り
、
借
金

に

は
責

ら
れ
、

心
な

ら
ぬ

な
が

ら

お
ほ
や

け
を

引
退
ぬ
。

さ

ら

に

、

が

あ

る

。

同
書

に
は
、
昌

築
が
自

ら

の
子

に

つ
い
て
述

べ
た
個

所

(連
歌

師

の
)
先
達

は
隠

者

又

ひ
と

つ
に
は
常
禄

の
あ
る

こ
と

し

て
、

余

り
に
此
道

を

行
ふ
。

本
意

な
ら

め
と

お
も

ひ
、

世
伜

は
束

髪
さ

せ
ぬ
。

(
略
)

吾

子
俗

に

し
た

る
、

さ

ま

く

口
の

端
に

か

Σ
る
、
連

歌
師
家

の
ゆ
ゑ
む

し
ら

ぬ
よ

り
也

。
和

歌
も

連

歌
も

日
本

の
道
也

。
誰

に
て
も
道

に
長

じ
、
宗

匠
に
す

る

に
、

は
ゴ

か
ら

ん
や
。

一
代

二
代

に

て
常

禄

の
な
き

も

の
、
貧

て

つ

と
む

る
、

却

而
先

祖

の
顔

よ
ご

し
な

ら
ん

。

(
略
)

吾

せ
伜

、

何
と
ぞ
此
道
を
奉
公
の
ひ
ま
く

に
失
は
ず
つ
と
め
、
御
蔭
に

て
官
位

を
も

得
、
遠

つ
祖

の
為

、
昌

休

が
述
懐

を

も
は

ら
さ

せ
、

無

跡
、

子
孫

何
に

て
成
共

つ
ゴ

か
ば

、

一
度

は
衰

へ

一
度

は
栄

る
れ
ば

、
数

万

の
人
も

召
連
、

門
高

く

せ
ん
も

出
来

ぬ

べ
し
と

願
ふ
。

こ

の
記
述

か

ら

は
、
昌

築

が
、

「
世
伜

」

に
自
分

の
跡

目
を

継

が
せ

ず

、
別

に
仕

官
を
さ

せ

る

こ
と

で
、

父
祖

以
来

の
連
歌

の
道

を
何

と

か
継

続
さ

せ
よ
う

と
苦

心

し
た
様

子
が

う
か

が
え

る
。
こ

の

「世
伜

」

こ
そ
が
、

石
井

了
珍

で
は
な

か

っ
た
か
。

同
書

の
奥

書

に
は

「享

保

十

三
年
月

日

破

道

人
昌
築

云
」

と
あ

り
、
息

子
を

仕
官

さ
せ

た

の

は
、

そ
れ

以
前

で
あ

っ
た
わ

け
だ

が

、
『
系
図

』

に
よ

れ
ば

、

了
珍

が
伊

達
家

部
屋
住

と
な

っ
た

の
は
、
そ

の
二
年
前
、
享

保
十

}
年

(
一

七

二
六
)
十

二
月
十

五
日

の
こ
と

で
あ

る
。
昌

築
が

『
無
分

別
之

談
』

で
将

来
を

託

し
た

の
は
、

ま
さ

に
了
珍

で
あ

っ
た
と

思
わ

れ
る
。

ま

た
、

昌
築

の
連
歌

を
継

ぐ
者

が

了
珍

の
み

で
あ

っ
た

こ
と

も
、

資
料

の
伝
存

状

況
か

ら
想
定

で
き

る
。
京

都
大

学
付

属
図
書

館

に
は
、

石
井

家

旧
蔵
本

が
十

二
本

あ
り
、

そ

の
中

に
は
、
宗

祇
や

石
井

家
代

々
の
絵
像

と

と

も

に
、
『
里
村

昌

程
絵

像
』

と

『
里

村

昌
純

絵
像

』

も
所

蔵
さ

れ

て
い
る
。

特

に
、
昌

純

の
絵
像

の
裏

に
は
、

絵
像

の
制

作
事

情
を

記

し
た
貼
紙

が

見
ら

れ
る
。

こ
れ

は
、

子

の
昌

築
が
自

ら

記

し
た

も

の

で
、

「享

保

八

癸
卯

正

月
廿

日

記

連

歌
師

里
村

六
世

法

橋
昌

築
」

の
年

記
と

署
名

が
あ

る
。

こ
れ

に
拠
れ
ば

、
享

保
七

年

(
}
七

二
二
)
十

二
月
八

日
に
七

十
四

歳

で
昌
純

が
没

し
た

た
め
、

昌
純

が
生
前

土
佐

光
芳

に
描

か

せ
て

い
た
尊

影
を
、

翌

年
正

月
四

日

に
表

具

に
出

し
、

四
十

二
日

の
法

会

に
初
め

て
掛

け
た

と

い
う
。
ま

た
、

こ

の
貼

紙

の
昌

築

の
署

名

の
下

に

は
、

「書

ハ
了
珍

父
也

」

と

別
筆

で
書

か
れ

て

い
る
。

そ

の
筆

跡

は

『
系

図
』

の
筆

跡
と

も
似

て

お

り
、
内

容

か
ら
言

っ
て
も
、
了
珍

の
筆

と
考

え

て
不
思

議
は
な

い
。

と
も

あ
れ
、
昌

程

・
昌
純

の
絵
像

は
、
昌
築

か
ら

了
珍

の
手
を
経

て
、
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石
井

家

に
入

っ
た
も

の

で
あ
ろ
う

。
仮

に
、

昌
築

の
跡

目
を
継

ぎ
、

連
歌

師
と

な

っ
た
者
が

他

に

い
た

な
ら

ば
、

石
井
家

に

こ
れ
ら

の
絵

像
が

入

る

こ
と
は
な

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

了
珍
が

里
村
家

の
分

家

か
ら

石
井
家

に

入

っ
た
事

情

に
は
、

了
珀

の
子
了
瑞

が
病

弱

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

に
加
え
、

生

活
に
逼

迫

し

た
里
村

昌
築

側

の
積
極

的
な

働
き

か
け

も
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
『
無

分
別

之
談
』

に

は
、
息

子
を

俗
体

と

し
て
仕
官

さ

せ
た
と

し

か
書
か

れ

て

い
な

い
が
、

具
体

的

に
は
、

実

子
を

石
井
家

の
養

子
に

入
れ
、

伊
達
家

に

仕
え
さ

せ
た

こ
と

を
指

す
と

思
わ

れ
る
。
昌
築

の
望

み
は

、

了
珍

に
連
歌

を
続

け

る
環
境

を
与

え
、

自
ら

の
子
孫

に
連

歌
師

を
継

承
さ

せ
る

こ
と

に
あ

っ
た

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か
。

も

ち

ろ
ん

、
『
系
図

』

に

は
、

了
珍

に

つ
い
て
、

そ

の
経

歴

以
外

の
記
述

が
な

く
、

本
書

の
作
成

に
対

し
て
、

了
珍

が
ど

の
よ
う

な
意

図
を
持

っ
て

い
た

の
か

も
明

ら

か
で

は
な

い
。

し

か
し
、

了
珍

自
身

も
、

石
井
家

に

入
る

こ
と

で
、

父
祖

以

来

の
生

業

を
継
ぐ

こ
と

も

で

き

、
路

頭
に
迷

う

こ
と
も

な

く
な

っ
た
。
そ

の
よ
う
な

中
、
了
珍

は
、

連

歌
師

石
井
家

の
祖

先
的

存
在

と

し

て

「石

井
三
家

」
を

仰
ぎ

、
そ

の
末
端

に
自

ら

の
名
前

を
置

く

こ
と

で
、
連

歌
師

石
井
家

代

々
に
お

け
る
位

置
を

確
認

し
よ

う
と

し
た
。

ま

た
、

そ

の
こ
と
を

子
孫

に
伝

え

た

い
と
考

え
た
。

そ

れ
が

『
系
図

』
成

立

の

一
動

機

で
は
な

か

つ

た
だ

ろ

う
か
。

三

『
系
図
』
所
引

「石
井
三
家
系
図
」
の
史
実
性

こ
れ
ま

で
、
『
系
図

』

の
後

半
部

分

、
す

な

わ
ち

連

歌
師

石
井
家

の
系

図
を

分

析
す

る

こ
と

で
、

『
系
図

』
が

、

十

八
世
紀

半

ば

、
連

歌
師

石
井

了
珍
に

よ

っ
て
作
成

さ
れ

た

こ
と
を
推

定

し

て
き
た

。

し
か

し
、
連

歌
師

石
井

家
系

図

は

『
系

図
』
の

―
部

分

に
過
ぎ

ず

、

前

半
部

分
に

は
石
井

三
家

の
系

図
が

あ

る
。

ま

た
、

そ
れ

は
、

連
歌

師

石
井

家
が

石
井

三
家

の
子
孫

で
あ

る

こ
と

を
主

張
す

る
も

の
の
よ

う

で
あ

る
。

そ

の
主

張

は
、
果

た

し

て
史

実

に
叶

っ
て

い
る
の
か

ど

う

か
。
そ

の
検

証
が
、
本
稿

に

お
け

る
も
う

一
つ
の
目
的

で
あ

っ
た
。

石
井

三
家

の
系

図
は
、

草
稿

本

『
系
図
』

に

「
石
井

三
家
系

図
、

具
在

九

条

殿

下
之

日
記

」
と

あ

り
、

「
九
条

殿

下
之

日
記
」

な

る
書

に
拠

っ
た

も

の

で
あ

る
と

い
う

。

「九

条
殿

下
」

と

は
、
摂

関

九
条

家

の
誰

か

で
あ
ろ

う
が
、

そ
れ

が
誰

を
指

し

て

い
る
か
、

あ

る

い
は

「九

条

殿
下

之
日

記
」
が

い
か
な

る
書

で
あ

る

の
か
、
具

体
的

な

こ

と

は
不

明

で
あ

る
。

そ
も

そ
も
、

「
石
井

三
家

」
と

は
何

者
な

の
だ

ろ
う

か
。
ま
ず

は
、

石
井
三
家

に

つ
い
て
記

し
た

『
系
図

』

の
序
文

か
ら

考
え

て
い
き
た

い
。
次

に
あ
げ

た

の
は
、
そ

の
冒

頭
部

分

で
あ

る

(
以
下
、
『
系

図
』

の
引

用

は
浄
書

本

に
拠

る
)
。

従
菅
原
安
国
至
第
参
代
利
宗
、
初
而
法
性
寺
殿
御
代
被
補
下
司
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職
云
々
。
自
安
国
至
第
八
代
改
安
信
菅
原
為
宇
治
氏
。
従
安
国

至
第
拾
二
代
安
平
其
息
嫡
男
豊
安
二
男
直
安
三
男
秀
安
、
自
此

称
石
井
分
為
三
家
。
(訓
点
は
省
略
)

こ

の
記
述

に
よ

れ
ば

、
菅

原

安

国
か

ら

三
代
後

の
利

宗

が
、

「
法
性

寺
殿

御
代

」

つ
ま

り
法
性
寺

殿

と
呼
ば

れ
た
藤

原
忠

通

(
一
〇

九
七

～

=

六
四
)

の
時

代

に
、

初

め

て
下
司
職

に
就

い
た
と

い
う

。

そ

し

て
、
安

国
か

ら
八
代

目
安

信

に
至

っ
て
宇
治

氏

に
改
め

、
十

二
代

後

の
安
平

の
長

男
豊
安

、
二
男
直

安
、
三
男

秀
安

が

石
井
と

称
し

て
、

三
家

を

為

し
た
。

「
石
井

三
家

」

と

は
、
宇

治

安
平

の
三

人

の
息

子

が
、

石
井

と
名
乗

っ
て
起

こ
し
た

三

つ
の
家

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ

の
内
容

と

呼
応

す

る
よ

う

に
、
『
系

図
』

に

お
け

る

石
井

三
家

の
系
図
も

、
伊
佐

諾
尊

・
素

菱
鳴
尊

・
天
穂

日
尊

・
出
雲

宿
祢

野
見

か

ら
始
ま

り
、
菅

原
家

と
関

わ

る
よ
う
な

系

図
と
な

っ
て

い
る
。
そ

し

て
、
安

国

か

ら
三

代
後

に

利
宗

の
名

が

現
れ

、

「
法

性
寺

殿
御

時

始
被

当

座

下

司
職
」

と
注

記
さ

れ

る
。

さ

ら
に
、
安

国

か
ら

八
代

後

に
は
安
信

な

る
人
物

が
、

十

二
代
後

に
は
安

平
が

現
れ

る
。

安
平

に
は

「五
郎

左
衛

門
、
在

三

子
、
称

之

石
井

三
家

」

と
書

か
れ
、

系

図

は
、

安

平

か
ら

三

子
豊

平

・
真

安

(序

文

で
は

「直

安

」
)
・
秀

安

に
連
な

っ
て

い
く
。

『
系
図

』

の
序

文
冒

頭

は
、

石

井

三
家

の
系

図
と
内

容

が
ほ
ぼ

―
致

し

て
お
り
、

石
井

三
家

の
系

図
を

略
述

し
た

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

つ
い
で
、
序

文

は
段
落

が
改

ま
り
、

次

の
よ
う
な

文

に
続
く

。

日
本

之

地
分
、

従
其

村
至

其
村

三
拾
六

町
宛

何
里
、

又
従

其
村

至

六
町
宛

、

又
四
拾

八
町
宛

何

里
申
儀

、
行
基

井

之
時
、

以

石

井
為

奉
行
被

定

之

云

々
。
就

中
、

今
平

安
城

之
条

里
、
被

表
九

条
袈

裟
。

即
、

四
条

ト
五
条

橋
、

是
袈

裟
之
緒

也
。

其
後

橋

五

条
之

東
端

有
土

橋
。

其
東
方

猶

橋
。
其

橋
橋

之
間
、

現
中

島
。

即
、

表

緒

也
。

切

ホ

平
安

城

零
落

巳
正
親

〔
町
〕

院

已
上

月

輪
禅
定
兼
孝
公
之
御
記
也

(
〔

〕
内

は
、
草

稿
本

か
ら

私
に
補

入

し
た
)

こ
の
部
分

の
文
意

は
必
ず

し
も

明
確

で
は
な

い
が
、
大
意

を
と

れ
ば
、

前
半

は
、

行
基

の
時

に

日
本

の
土
地

を
区
切

っ
て
整

備

し
、

そ

の
際

石
井
を
奉

行

に
定

め
た
と

い
う
内

容
、

後

半
は
、

平
安

京

の
条

里
を

九
条

袈
裟

に
例

え
た
内

容

で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う

な
伝
説

的
な

記
述

が
、

「月
輪

禅
定

兼
孝

公
之

御
記

」

に
書

か
れ

て
い
た

と

い
う
。

「
月

輪
禅

定
兼

孝

公
」
と

は
、

後
月
輪

殿

と
称

し
、
織

豊
期

か

ら
江
戸
初

期

に
活
躍

し
た

関
白
九

条
兼

孝

で
あ

る
。
具

体
的

な
書

名

は
不
明
だ

が
、

こ
の
部
分

が
九
条

兼
孝

の
著

述

に
拠

る
も

の

で
あ

る
と

い
う

記

述

は

重
要

で
あ

る
。

『
系

図
』

に
は

、

「九

条

殿

下

之

日
記

」

と

い

う
書

名
や

、
九
条

家

の
先
祖

に

あ
た

る

「法

性
寺

殿
」

の
名

前
も

見

ら
れ

、
九
条

家
と

石
井

三
家

の
関

わ

り
が
注

意
さ

れ
る
。
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序

文
は
、

さ

ら
に
段

落

を
改

め
て
、

以
下

の
通

り
に

記
す
。

昔
者
、
行
基
井
分
置
日
本
之
国
道
時
、
以
石
井
為
奉
行
。
其
後
、

成
九
条
殿
之
家
礼
也
。
誠
伊
佐
諾
尊
、
此
之
大
地
素
菱
鳴
尊
二

譲
進
ラ
セ
ラ
レ
シ
子
細

二
依
、
其
子
孫
絶
タ
ル
故
、
国
郡
ヲ
分
、

帝
都
ヲ
遷
ル
之
時

ハ
、
必
以
石
井
検
定
之
使
ト
ス
。
惣
テ
所
之

名
ヲ
分
チ
地
ヲ
転
ス
ル
等
之
事

ハ
、石
井
家
二
不
存
云
事
ナ
シ
。

ホ
平
家
以
来
毎
事
背
日
本
之
規
矩
故
失
有
之
。
既
福
原
遷
都
是

無
孝
知
之
証
也
。
尚
従
神
代
、
日
本
之
分
国
遷
都
無
不
存
、
干

此
家
二
有
也
。

序

文

は
以
上

で
終

わ
る

が
、

こ

こ
で
は
前

段

の
内
容

を
承

け

て
、

石

井
家

の
由
来

を

示
し
、
誇

示
す

る
内
容

と
な

っ
て

い
る
。
前

段

で
も
、

行

基

が

石

井
家

を

奉

行

に

し

た

こ

と

に

つ
い
て
述

べ
ら

れ

て

い
た

が
、

こ
こ

で
は
、
行

基

が
国
や

道
を

分

置
し

た
際

に
、

石
井
を

奉
行

に
し
た

と

い
う
内

容

で
言

い
換

え

て

い
る
。
さ

ら

に
、
そ

の
後

石
井

家

が
九

条
家

の
家

礼
に
な

っ
た

こ
と

が

記
さ

れ
、

国
や

郡
を
分

け
、

遷

都
す

る
際

に
は
、

石
井

家
が

「検

定

之
使
」

と
な

る

こ
と
な

ど
を

主

張

し
た
内
容

が

見
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
序

文

の
内
容

は
、

石
井
三
家

の
由

来

に

つ
い
て
述

べ
た
も

の

で
あ

っ
た

。

し
か

し
、
菅

原

氏
か
ら

宇
治

氏
、

石
井

氏
と

改

め
た

こ
と

や
、

石
井
氏

が
九

条
家

の
家

礼
を

し

て
い
た

こ
と
な

ど

は
ま
だ

し
も

、
行
基

か

ら
奉

行
を

任
せ

ら
れ
た

話
や

、
遷
都
等

の

「検

定

之
使

」

の
話
な
ど

は
、

伝
説

的
な
内

容

で
、

お
よ

そ
史

実
と

は
信

じ
が
た

い
。

そ

こ
で
、
序

文

も
含

め

て
、

石
井

三
家

の
系
図
が

ど

こ
ま

で
史
実

を

反
映

し

て

い
る

の
か
。

史
実

で
な

け
れ

ば
、

そ
れ

は
何

に
起

因

し

て

い
る

の
か
。

あ

る

い
は
、
誰

の
作

為

に
よ

る
も

の
な

の
か
、

検

証

す

る
た

め
、

続

い
て
、

石
井

三
家

の
系

図
部
分

を
詳

細

に
見

て
ゆ

き

た

い
。伊

佐
諾
尊
―
素
菱
鳴
尊
ー
天
穂
日
尊
-
出
雲
宿
祢
野
見

宇
津

見
―

多

喜

臣
r

山

田
臣
ー

(十

二
代
略

)
1

時
津

宇
摩

身
臣
―
土
師
古
人
H
態

-
是
益
↑

天
満
天
神

(六
代

略
)
1

野
継
1

(三

代
略

)
ー
安

国
ー

興

国

行
信

ー
利

宗
―

利
季
-

貞

利
―

景
利
ー

僧

謄
真
―

安

信
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ダ
叢
・護

ー

ー

纏
蕪
猟

こ
れ

は
、

石
井
三
家

の
系
図

の
う
ち
、

一
部

を
省

略

し
、
名
前

と

系

線

だ

け
を
抽

出

し
た
も

の
で
あ

る
が

、

こ

の
系
図

の
人

物

は
、
実
在

が

確

か
め
ら

れ

る
も

の
と
、

そ
う

で
な

い
も

の
に
分
け

ら
れ

る
。

そ

の
分
岐
点

に

い
る

の
が
、

先

に
も
触

れ
た

「
利
宗

」

で
あ

る
。

序

文

の

「
従
菅

原
安
国

至
第

参
代
利

宗
、

初
而

法
性
寺

殿
御

代
被

補

下
司
職

云

々
」
や

、
系

図
に

お
け

る

「利

宗
」

の
注

記

「法

性
寺

殿
御

時
始

被
補

当
座

下
司

職
」

は
、
利

宗
が

、
法

性
寺

殿

(藤

原
忠

通
)

の
時

に
、

下
司
職

つ
ま
り
荘

園

の
在
地

領
主

に
任

じ
ら

れ
た
と

い
う

内
容

と

し

て
捉
え

ら

れ
る
。
ま
た

、
序

文

に
は
、
石
井
家

が

「
九

条
家

之
家

礼
」

に
な

っ
た

こ
と
も

記

し

て
お

り
、

九
条
家

と

の
関
わ

り
が

想
定

で
き

る
。

そ
こ
で
、
九
条
家
領
荘
園
の
関
係
史
料
を
検
す
る
と
、
利
宗
に
関

す
る
記
録
が
存
在
し
て
い
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
九
条
家
文
書
に

は
、

平
安
期

以
降

、
摂

関
九

条
家

が
領
有

し

て
き
た

東
九

条
荘

関
係

の
文

書
が

収
め

ら
れ

て

い
る
。

東

九
条
荘

は
、

藤

原
良
房

娘
明

子

の

所
領

と

し
て
始

ま
り
、
摂
関
家

の
嫡

子

に
伝
領

さ
れ

て

い
た
も

の
が

、

藤

原
忠

通

の
時
代

に
至

り
、
娘

の
皇

嘉

門
院

聖
子

の
所
領

と
な

っ
て

成
立

し
た
荘

園

で
あ

る

(五
)。

東

九
条

荘

下

司
職

の
代

々
を

記

し
た

文
書
が

、
東

九
条
荘

下

司
職
相

承

系
図

写

(九

「
九
ω

号
)
で
あ

り
、

そ

こ
に
利
宗

の
名

前
が

現
れ

る

(六
)。

こ
れ

に
拠

れ
ば

、

「根

本
利

宗

伊

予
権

守

法

性
寺

大

殿
御

時

始

召

田
文
等

、
被

庄
号

之
、
為

皇
嘉

門
院

御
領

号
東

九
条
御

庄
、

依

為

一
分
本
領

主
、

最
初
被

補

下
司
職

」

と
あ

り
、

利

宗
が
藤

原
忠

通

の
時

に
初
め

て
下
司
職

に
任

じ
ら
れ

た

と
す

る

『
系

図
』

の
記
述

と

一
致
す

る
。

し
か

も
、

こ

の
相

承
系

図

に
は
、
利

宗

を
含

め
十

二
名

の
名
前

が
系

線

で
結
ば

れ

て

い
る
が

、

そ
れ
ら

は
す

べ

て

『
系

図
』

中

の
石
井
三

家
系

図
に

見
ら

れ
る

人
物

で
あ

る
。

相

承
系

図
に

記
さ

れ
た

名
前

と

系
線

を

示
す

と
次

の
通

り
で

あ
る

(注

記

は
省

略
)
。

根
本
利
宗
i
利
季
ー
貞
利
―
景
利
r
僧
謄
真

宇
治
安
信
i
清
安
-
政
安
―
親
安
―
安
基
ー
安
平
―
豊
安

こ

の
文

書
か

ら
は
、

利
宗

だ
け

で
な

く
、

利
季

以
下

、
豊

安
ま

で

の

実
在

を

確
か

め
る

こ
と
が

で
き

る
。
さ

ら

に
九
条

家
文

書
を

見

る
と
、
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安

平
三
男

の
秀
安
を

初
め

と

し
て
、
数

安

・
在
利

・
親

貞

・
親

治

・

長

親

・
長

松

丸

・
顕

親

・
盛

親

の
名

前

も

見
出

せ

る

七̂
)。

も

ち

ろ

ん
、
安

平
二
男

の
真
安

(序

文

で
は
直
安

)
や
、
寧

安
、
在

顕
な

ど
、

文

書
中

に

見
出

せ

な
か

っ
た

人
物

も

あ

る
が

、
『
系

図
』

の
石
井

三

家

系
図

に
お
け

る
利
宗

以
降

の
部

分

は
、
実

在

の
人
物

に
よ

っ
て
構

成
さ

れ

て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
。

ま

た
、

名
前

に
注
記

さ

れ

て
い
る

通
称
や

法
名

な
ど

の

一
部

も
、

九
条
家

文
書

や

そ

の
他

の
史

料

で
確

認
で
き

る
。
例

え
ば
、
『
系

図
』

で
は
、

秀
安

の
子
顕
親

に

「
美
作
守

修
理

進

法
名
姓

円

」
と
注

記

し

て

い
る
。

そ

こ

で
、
『
親

元

日
記
』

所

収

「
室

町
幕

府
政

所

賦

銘
引

付
」

に
よ

る
と
、

文

明
十

五
年

(
[
四
八
三

)
四

月
九

日
、

石

井
美

作

守

秀
安

の
被

官

三

郎

次
郎

が

田
地

と

百
姓

職

を

沽
却

す

る

際
、

請
人

で
あ

っ
た

石
井
親

治

の
被

官

三
郎

次
郎

が
違

乱
に

及
ん
だ

こ
と

が

記
さ

れ

て

い
る

(八
}。

そ

の
中

に
秀

安

の
子
と

し

て

「
愚
息

修

理
進

」

の
名
が

現
れ

、

こ
れ
が

顕
親

と
思

わ
れ

る
。

顕
親

は
、

そ

の
後
、

父

同
様
美

作
守

を
名

乗

っ
て
お

り
、
永

正
五

年

(
一
五
〇

八
)

五
月

十

四
日
付

の
石
井
顕

親
契

状
案

(
一
〇

二
七

号
)

に
は
、

自
署

の
部

分

に

「美

作
守

顕
親

」
と

記
し

て

い
る
。
ま

た
、
顕

親

は
、
永

正
六

年
か

ら
八
年

に

か
け

て
、
真

安

(直
安

)

の

子
親
治

と
、

九
条

不
断

光
院
南

僧

坊
領

の
代

官
職

に
関

し

て
争

っ
て

い
た

が
、

こ

の
件

に
関

す

る
申

状
等

で
も
、
美

作
守

と
名

乗

っ
て
い

る

(九
り。

(永

正

十
六

年
)

七

月
十

三

日

の
石
井
顕

親

書
状

(
一
一

一

二
号

)

で
は

、

「
石
井

美

作

入
道

正
円

」

と
自

署

し

て

い
る

の

で
、

永

正

十
六

年

に

は
入
道

し
て
、

「
正
円

」

と

い
う

法
名

を

名
乗

っ
て

い
る
。
『
系

図
』

の

「法

名
姓

円

」
と

い
う

記
述

は
、

用

字
が

異
な

る
と

は

い
え

、
歴
史

的

に

は
根

拠

の
あ

る
記

述

で
あ

っ
た
と
考

え

ら

れ
る
。
対

し

て
、
顕

親
と

南
僧

坊
領

代
官

職
を

争

っ
た
長

親

は
、
『
系

図
』

に

「
山
城
守

」
と

記
さ

れ

て
い

る
。

長
親

は
永

正

七
年

ま

で
は
雅
楽

助

と
名

乗

っ
て
い
た
が
、

翌

八
年

の
文
書

に

は
長
親

を

山
城
守

と

呼

ん
だ
も

の
が

あ
る

(+
)。

ま
た

、
豊

安
流

の
在

利

に
は

「左

衛

門
太

夫
」

と
注

さ
れ

て

い
る

が
、

こ

の
在

利
は
、

関

白
九
条

政
基

に
仕
え
、

和
泉

国

日
根
荘

の
荘

官

を
す

る
な

ど
、

九
条
家

の
荘

園
支

配

に
大

き
な

役
割
を

果
た

し
た

石
井
在

利

で
あ

る
。

在
利

は
、

河
内

守

や
摂
津

守

と
呼
ば

れ

た
時
期

も

あ

る
が
、

永
正

十

一
年

(
一
五

一
四
)

ま

で
は
左

衛

門
大
夫

と
名

乗

っ
て
い
た

〔+
ご
。

他

に

も
、

安

基

の

「
三
郎

左

衛

門

尉

」

(九

一
九
ω

号
な

ど

)
、

豊

安

の

「
民
部

丞

」

(
=
=

ω

号
)
、

数
安

の

「河

内
守

」

(九

九

七

号
な

ど

)
に

、
史
料

的
な

裏
付

け
が

可
能

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
、
利

宗

以
降

の

「
石
井

三
家

」
系
図

は
、

実
在

す

る

人
物

に
よ

っ
て
構
成

さ

れ
、
史

実
を

反

映
し

て

い
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
が
、

利
宗

が
石
井

氏

の
血
縁

上

の
祖
先

で
あ

っ
た

か
と

言
え

ば
、

そ
う

で
は
な

い
。

.,



先

に
触

れ
た
東

九
条

荘

下
司
職
相

承
系

図
写

に
よ
れ

ば
、

東
九
条

荘

下
司
職

を
最

初
に
補

任
さ

れ
た

の
は
利

宗

で
あ

っ
た

。
同

荘

下
司

職

は
、

そ

の
子
息

で
あ

る
利
季

、
利

季
嫡

子

の
貞

利
、

貞
利

嫡

子

の

景
利

と
相

伝
さ

れ
た
後

、
僧
謄

真

へ
と
譲

り
渡
さ

れ

て

い
る
。

謄
真

に
下

司
職

が
譲
渡

さ
れ

た

の
は
、
彼

が
景
利

の
実

子

で
あ

っ
た
か

ら

で
は
な

い
。

相

承
系
図

に
お

け
る
僧
謄

真

の
注
記

に

は

「景

利
依
無

子
息

譲
得

之
」
と

あ

り
、
景

利
に

子
息
が

い
な

か

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

そ

の
際

に
作
成

さ

れ
た
譲

状

の
写
し

が
、
貞

応

二
年

(
一
二

二
三
)

正
月

日

・
菅

原
範

貞
譲

状
写

(九

一
九

H
号
)

と
し

て
残

っ
て
い

る
が
、

そ

こ
に
も

「依
無

子
息

、
所
奉

譲
与

干
養

君
美
濃

公
謄

真
実

也

」
と

記
さ
れ

、
謄
真

が
養

子

で
あ

っ
た

こ
と
が

わ
か

る
。

ま
た
、

僧
謄
真

か
ら
宇
治

安
信

へ
の
譲
渡

も
、

同
じ

理
由

で
あ

つ

た
。

文
永

六
年

(
一
二
六
九

)

二
月

二
十

日

・
僧

円
蓮
譲

状

写

(九

一
九

10
号

)

は
、

円
蓮

(謄

真

か
ら
改

名
)

か
ら

安
信

へ
下

司
職
を

譲
与

す

る
際

の
譲

状

で
あ

る
が
、

そ

こ
に
は

「円
蓮

依
無

実

子
、
所

譲
与

養

子
大
夫

三
郎
安

信
也

」
と

あ

り
、

円

蓮

(購
真

)

に
実

子
が

い
な

か

っ
た
た

め
、
養

子

の
安
信

へ
と

下
司
職

が
譲

ら

れ
た
と

い
う

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

こ
の

二

つ
の
譲

状

に
拠

れ
ば

、
景

利
と
晦

真

、
謄
真

と

安
信

の
間

に
、
養

子
関

係
が

一
応
存

在
す

る

と
は

い
う
も

の

の
、

そ

れ

は
基
本
的

に
東

九
条

荘
下

司
職

を
相
伝

す

る
た
め

の
養

子
関

係
に

過
ぎ

な

い
と

言
え

よ
う

。
『
系

図
』

の

「景

利
―

僧

謄
真
ー

安

信

」

と

い
う

系
線

は
、

「
見
す

る

と
血
縁

関
係

を

示
す

も

の
と

し

て
捉

え

が
ち

で
あ

る
が
、
史

実

は
そ

う

で
は
な
か

っ
た

+̂
二
)。

『
系
図
』

で

は
、
安
信

以
降

、
清

安
、

政
安
、

親
安

と
続

き
、

そ

こ

で
安

基

・
安
平

の
兄
弟

が

現
れ
、
そ

こ
か
ら
系

図
が

詳
細

に
な

る
。

東

九
条

荘

下

司
職

相
承

系

図

写
に

は
、

「
安
基

依

無

子
息

、
舎

弟
譲

与
安

平

」
と

あ

っ
て
、
安

基
と

安
平

が
兄
弟

で
あ

る

こ
と
が

確
か

め

ら
れ

る
。

他

に
も

、
秀

安

と
顕

親

の
親

子

関
係

(先

述
)
、
数

安

と

在

利

の
親

子
関

係

(
一
〇

八
九

号
)

も
確

認
で

き
、
『
系

図
』

の
安

基

・
安
平

以
降

の
部

分

は
、
基

本
的

に
血
縁

関
係

を
示

し
た
も

の
と

し
て
捉

え

て
よ

い
。

つ
ま

り
、
利

宗

以
降
、

安
基

以
前

の

『
系
図
』

の
系
線

は
、

東
九

条
荘

下
司
職

の
相

承
系

図
を

利

用

し
た

も

の

で
あ
り

、
『
系
図

』

に

お

け
る
利

宗

以
降

の
系
図

は
、

東
九
条

荘

下
司
職

の
相

承
関

係
を

示

し
た
系

図
と
、

血
縁

関
係

を
示

し
た

系
図

の

二

つ
が
接

合
さ

れ

て
、

成
立

し
た

と

い
う

こ
と
に
な

る
。

そ
う

で
あ

れ
ば

、

『
系

図

』

の
序

文

に
書

か
れ

て

い
た

、
安

信

が

菅
原

氏
を

宇
治

氏

に
改

め

た
と

い
う
内

容
も

、
事

実
と

や
や

異
な

る

こ
と

に
な

る
。
確

か

に
、
利

宗

か
ら
景

利
ま

で
の
人
物

が
菅

原
姓

で

あ

っ
た

の
は

間
違

い
な

い
が

〔+
三
)、
景

利

の
養

子
と

な

っ
た
僧

謄
真

が
、
菅

原

と
名
乗

っ
た

史
料

は
な

い
。

ま
た

、
安
信

も
本

来
宇

治
氏

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ
、

菅

原
か
ら

宇
治

へ
改

姓

し
た
も

の
で
は
な

か

つ
た

だ
ろ

う

(+
四
)。

安
信

以
降

の
人
物

が
、

宇
治

氏

や

石
井
氏

を
名

一47一



乗

る
例

は
あ

っ
て
も
、
菅

原
姓

を
名

乗

っ
た
例
が

見
ら

れ
な

い
の
も
、

そ

の
傍

証
と

な
ろ

う
。
菅

原

正
子
氏

は
、

石
井

氏

の
前
身

で
あ

る
宇

治

氏
が

、
山

城
国

紀
伊

郡
北
部

一
帯

の
有

力
名

主

で
あ

っ
た
と
推

定

し
、
仁

平

三
年

(
=

五
三
)

十

一
月

二
十

六
日

・
東
九
条

領
検

注

坪

付
帳

案

(
六
五

六
～

八
号
)

に
、

宇
治

氏
ら

し
き

人
物

が
存
在

す

る
こ
と

を
指

摘
し

て

い
る

(+
五
)。

し
か

し
、

こ

の
よ
う
な

問
題

点
を

孕

み
な

が
ら

も
、

利
宗

以
降

の

石
井
三
家

系

図
は
、

基
本

的

に
歴
史

的
な

根
拠

に
基

づ

い
て
構
成

さ

れ

て

い
る
と

言

っ
て
よ

い
。
こ
れ

に
対

し

て
、
利
宗

以
前

の
部

分

は
、

天
満

天
神

(道
真

)

に

至
る
菅

原
家

本
流

の
部

分
を
除

く

と
、
史

料

で
確

認
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
人
名

ば

か
り

で
、

史
実

で
な

い
可
能

性
が

高

い
。

利

宗

に
至

る
ま

で

の
名

前
を

羅
列
す

る
と
、
宇

津

見

・

多
喜

臣

・
山

田
臣

・
高

子
井

・
興
宇

舎

人

・
高
津

内

舎
人

・
鹿

戸
美

・
逢

世
美

・
勢

野
井

舎

人

・
明

音
大
舎

人

・
真
鷹

・
小
与
鷹

・
雄

児

戸

・
屋
津

雄

・
生
間

・
時

津

・
世
風

臣

・
逢

津
支

・
野
足

・
篠
雄

・

安
雄

・
安
敦

・
野
継

・
吉

野
太

夫

・
清
美
太

夫

・
友

名

・
安

国

・
興

国

・
行
信

と

い
う
人

名
が

、

一
本

の
系
線

で
結

び

つ
け
ら

れ

て
い
る

が
、

利
宗

以
外

に

は
、

そ

の
実
在

を

確

か
め

る
こ
と

が

で
き
な

か

つ

た
。ま

た
、

利
宗

に
至

る
ま

で

の
世
代

数
が
余

り

に
多
す

ぎ

る
点
も

、

疑
わ

し

い
。

『
系
図

』

に
よ

れ
ば

、

利
宗

の
祖
先

に

は
宇

津

見
な

る

人
物

が

い
る
。
宇

津

見
は
、

菅

原
氏

の
祖
先

と
さ

れ

る
宇
庭

の
兄
と

し

て
位
置

づ
け

ら
れ

、
宇
津

見

か
ら
利

宗
ま

で
の
人
数

は

三
十
名

に

上

る
。

利

宗

は
藤

原
忠

通

(
一
〇
九

七
～

一

=

ハ
四
)

の
時

代

の
人

物

で
あ

っ
た

の

で
、

比
較

の
た

め

に
、
忠

通
と

同
世

代

で
保

元
二
年

(
=

五
七
)

に

五
十

}
歳

で
没
し

た
菅

原
公
賢

が

、
祖
先

の
宇
庭

か
ら

何

世
代

目
に
当

た

る
か
を
数

え

て

み
た
と

こ
ろ
、

十

四
世

代
目

で
あ

っ
た

(『
尊

卑

分

脈
』
)
。

石
井

三
家

系

図

に
お

け

る
利

宗

ま

で

の
人

数

は
、

そ

の
約

二
倍

あ
り
、

史
実

を

反
映

し
た

系
図

か
ど
う

か

非
常

に
疑

わ

し

い
。

四

『
系

図
』

所
引

「石

井
三
家

系

図
」

の
成

立

仮

に

『
系
図
』

の
利
宗

以
前

が
史
実

で
な

か

っ
た

と
す

れ
ば

、

こ

の
よ
う
な

系

図
が
、

誰

の
手

に
よ

つ
て
作
成

さ

れ
た

の
か
と

い
う
点

に
興

味

が
及
ぶ

が
、

そ
れ

は
、

系
図

中

に
書

き

込
ま

れ
た

注
記

の
内

容

か
ら
、

東
九

条
荘

に
関

わ

る
人
物

で
あ

ろ
う

と

い
う

こ
と
が

推
測

で
き

る
。

『
系
図
』
に

お

い
て
、
宇
津

見

の
孫

と
さ

れ

て

い
る
山

田
臣

に
は
、

次

の
よ
う

な
注

記
が

な
さ

れ

て

い
る
。

此

時

勅

ノ
云

、

遷

二
都

ヲ
於

此

所

.
リ
―
之

時

ハ、

我

ヵ
孫

ハ
成

二
此

ノ
塚

之

斎

司

ト
一。

汝

ヵ
孫

ハ当

―ゾ
執

二
其

ノ
司

之

匙

,
一。

逮

大

職

冠

、

被

・
分

二
諸

二

十

余

世

」

云

々
。

真

人

大

連

築

ク
ニ
宇

賀

塚

ヲ
―。

.;



時
検

定
其

.
地
今

ノ
成

興
寺

、

原

文
通

り
)

其

塚

ハ在
二
宇
賀

ノ
辻

.∫
。

(
訓
点

は

「此

時
勅

シ
テ
云
」

っ
た

人
物
が

誰

で
あ

る
の
か
な

ど
、

不
明

な
点

も

多

い
が

、

こ

の
注

記

に

は
、

「
宇

賀

塚

」

「
成

興
寺

」

と

い
う
場

所

が
見

ら
れ

る

ほ
か

、

「
宇
賀

塚

」
を

築

い
た

人
物

と

し

て

「真

人

大
連

」

の
名

が
現

れ
、

い
ず

れ
も
東

九
条

荘
や

九
条
家

と

の
関

わ
り

を
指
摘

す

る

こ
と

が

で
き
る
。

宇
賀

塚

は
、
現
在

宇
賀

神

社

(
京
都

市

南

区
東
九

条
東

札
辻

町
)

と
し

て
祭
ら

れ

て

い
る
が
、

九
条
尚

経

筆

の
九
条
近

辺
条

里
図

(
二

一
六
〇

ω
号

)

に
は
、

宇
賀

塚
が
大

副

里
十
坪

と
呼

ば
れ

る
場

所
に
あ

っ
た

こ
と

が
記

さ
れ

て

い
る
。
大

副

里
は
、

東
九

条
荘

の
約

三
分

の

二
が

存
在

す

る
区
域

で
あ

り
、

ま
た

そ

の
北

側

に
は
、
大

副

里
に
も

―
部

か
か

る
形

で
、
九

条
家

や

石
井

氏

の
屋

敷
が

あ

っ
た

(+
さ
。

ま
た

、
宇

賀
塚

を
築

い
た
と

さ
れ

る

「真

人
大

連
」

は
、

九
条
家

の
伝

承

の
中

に
現

れ
る

人
物

で
あ

る
。

一
、

奇
瑞

真

人
大
連

遊
猟

之
時

、
金

ノ
印

ヲ
捷

テ
勘
定

ノ

云
ク
、
高

皇
産

婁
命

ノ
神

璽

ナ
リ
、

卜
笠
ノ

云

ク
、
速

三

二
十
六

尺

ノ
下

二
埋

ム

ヘ
シ
、

後

七
代

二
神
明

化
生
ノ

姓

ヲ
改

メ
誉

ヲ
鎮

ニ
ノ

、
帝

運

ヲ
定

ン
、

其

ノ
神

明

ヨ
リ
五
世

二
当

リ

テ
帝

都

ヲ
此

ノ
所

二

遷

ン
、
其

レ

ヨ
リ

三
代
ノ

日
月

二
天

子
降
化

ノ
、
青

女

ト
成

リ

テ

天
帝
位

ト
等

ク
ノ

、
子
葉

日

二
成

リ
出

テ
孫
花

月

二
興
リ
栄

ン

(中
略

)

一
、

以

二
□
良
太

子
閑

室

}忠

仁

公

ノ
御

所
ト

ノ
、
青

女
染

殿

ノ

后

ヲ
ワ
タ

テ
奉

ル
、
是

成
興

寺
ナ

リ
、

子
葉

成
孫
花

興

ル
ト

ア

リ

モ
、

ト

ノ
心

ヲ
寺

号
ト

ス

一
、
成

興
寺

ノ
阿
閾
院

ハ
金

印

ヲ
ウ

ツ
ム
所

ナ
リ

こ
れ
は
、

九
条

尚
経

筆

の
九
条

家
相

承
事

(
一
=

六

〇
⑤
号

)
等

に
残

さ
れ

た
伝
説

で
あ

る

が
、
真

人
大

連
が

狩
り

を
し

て

い
た

時

に

金

印

を
得
、

占

い
に
従

っ
て
地

面
に
埋

め
た

と

い
う
。

こ

の
記
述
中

に
あ

る

「後

七
代

」

の
部

分

に
は

、

「
大
織

冠

ノ
事

」

す

な
わ

ち
藤

原
鎌

足

の
事

と
す

る
頭

書
が

あ

り
、

九

条
家

に
お

い
て
は
、
真

人
大

連

が
鎌

足

の
祖
先

に
当

た

る
人
物

と

し
て
捉

え
ら

れ

て

い
た

よ
う

で

あ
る
。

さ
ら

に
、

そ

の
金
印

を
埋

め
た

所
が

「成

興
寺
」

で
あ

る
と

記
し

て

い
る
。

成

興
寺

は
、

も

と

は
藤

原
良

房

が
御

所

と

し
、

「
染

殿

ノ
后

」

つ

ま

り
良

房

の
娘
明

子
を
住

ま
わ

せ
た

所

と
さ

れ
、

現
在

で
は
城

興
寺

と
呼
ば

れ

て

い
る
。
東
九

条
由

緒
書

(
二

一
六

〇
㈲

号
)
に
よ

れ
ば
、

東

九
条

荘

は
明

子
領
と

し

て
始

ま

っ
た

も

の
で
あ

り
、
成

興
寺

は
、

九
条

家

な
ら

び
に
東

九
条

荘

に
と

っ
て
重

要
な
存

在

で
あ

っ
た
。
『
系

一49・



図
』

の
山

田
臣

に
関
す

る
記
述

は
、

東
九

条
荘

と
深

い
関
係

を
持

っ

た
者

に
よ

っ
て
作

ら
れ

た
も

の

で
あ

ろ
う
。

さ

ら

に
、
『
系

図
』

に

は
、
時

津

と

野
継

と

い
う

人
物

の
注

記

が

あ

り
、

興
味

深

い
記
述
が

見
ら

れ

る
。

時
津

に
は

「行

基
井
被

分
諸

国
坪
之
使

」

と
注
さ

れ
、

行
基

が
諸

国
を

分
け
た

際

に

「坪

之
使

」

で
あ

っ
た

こ
と
を

記
す
。

こ

の
内

容

は
、
行

基
が

国
や
道

を
分

置

し

た
際

に
、

石
井
を
奉

行

に
し
た

と

い
う
序
文

の
内

容
と

対
応

し

て
い

る
。

も
ち

ろ

ん
、

こ
れ

は
史

実

で
は
な

い
だ

ろ
う

が
、

行
基
が

国

郡

を
分

け
た

等

の
伝
承

は
、

中
世
期

に
広

ま

っ
て
い
た
行
基

伝
説

の

一

展
開

と
言

え

る
。

こ

の
種

の
伝

承
と

し

て
は
、

行
基

が
日
本

地
図

を
作
成

し
た

と

い

う
も

の
が

有
名

で
あ

る
。

例
え
ば

、
嘉

元

三
年

(
=

二
〇

五
)

の
書

写
奥

書

を
持

つ
仁
和

寺
蔵

日
本
図

に

は
、

「行

基
菩

薩
御

作

」

と
書

か
れ

て

い
る
。

ほ
か

に
、

日
本

で
最
初

に
出
版

さ

れ
た

日
本
地

図

で

あ

る
、
慶

長
版

『
拾
芥

抄
』

所
収

大

日
本
国

図

で
は

「大

日
本

国
図

ハ
行
基

菩
薩

ノ
図

ス
ル
所
也

」
(原
漢

文
)
と
記
さ

れ

て

い
る
な

ど
、

中
世
期

の
日
本
図

に
は

行
基
作

と
伝

え

る
も

の
が
多

い
。
あ

る

い
は
、

『
渓

嵐
拾

葉

集
』

所

引

『
行
基

菩

薩

記
』

に

は
、

「
行
基

菩
薩

、

日

本

ヲ
遍
歴

シ
テ
、

国
境

ヲ
定

メ
、

田
畠

ヲ
開

キ
給

フ
」

(大

正
新

修

大

蔵
経

所
収

本
文

に
拠

る
。
原
漢
文

)
と

あ
り
、
中

世
期

に
お

い
て
、

行

基
が

国
境

を
定

め
、

田
畠
を

開
墾

し

た
と

い
う
伝

承
が

あ

っ
た

こ

と

が
知

ら
れ

る

+̂
七
)。
時
津

の
部

分

に
注
さ

れ
た

伝
説
的

な
内

容

は
、

こ
の
よ
う

な
行
基

伝
説

に

石
井

氏
を
関

わ
ら

せ

て
作

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
ま

た
、

野
継

に

つ
い
て
も

、

「
被
分

平
安

城

七
道

之
使

也
。

従
神

代
相

続
。
既

為
定

使
。
有
所

以
石

井
如
上

」
と

い
う

注
記

が
見

ら
れ

、

石
井

氏
が

後

に
下
司
職

を
任

じ
ら

れ

る
よ
う

に
な

る
根
拠

を
、

人
物

も
ろ

と
も
創

作

し
た
と

思
わ

れ

る
。

以

上

の
内

容
を

鑑

み
れ
ば
、

利
宗

以

前

の
系
図

や
山

田
臣
等

に
関

す
る

注
記

は
、
東

九
条

荘

に
関
わ

る
人

物
、
中

で
も
石
井

三
家

の
人

々
に

よ

っ
て
創
作

さ
れ

た
も

の
で
あ

っ
た
可
能

性

が
高

い
。
ま

た
、

利
宗

か
ら

石
井

三
家

に
至

る
ま

で
の
系
線

は
、

実
際

は
血

縁
関

係

で

な

い
部

分
が

あ

り
、
東

九
条
荘

下

司
職

の
相

承
系

図
を
利

用

し
た

も

の
で
あ

っ
た

が
、

こ
れ

も

石
井
三
家

の
威

信

を
高

め
る

た
め
、

石
井

三
家

側

が
確

信
犯

的
に
利

用

し
た

可
能

性
が

あ
る
。

『
系

図
』

に
見

ら
れ

る

石
井

三
家

の
系
図

は
、

こ

の
よ
う

に
し

て

作

成
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ
る
が

、

石
井

三
家

の
系

図
が
作

成
さ

れ
た

の
は
、

室

町
末
期

頃

で
あ

ろ
う

。

石
井

三
家

系
図

の
末
端

に
位

置
す

る

の
は
、
豊
安

流

で
は
在

利

・
親
貞

、
真

安

(直
安

)
流

で
は
長
松

丸

+̂
八
v、
秀

安
流

で
は
盛

親

で
あ

る
。

彼
ら

は
永

正

か
ら

大
永

年
間

に
活
動

し

て

い
た

人
物

で
あ

り
、

石
井

三
家

の
系
図

も
、

そ

の
あ
た

り

の
時

期
に
作

成
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

も
ち

ろ
ん

、
そ

れ
以
降

に

作
成

さ

れ

た

可
能

性
も

皆
無

で
は
な

い
が
、

『
地

下
家
伝

』

に

よ
れ

ば
、

東
九

条
荘

下
司

職
を
務

め

た

石
井
氏

は
、
太

閤
検

地

に
よ

っ
て
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東
九

条
荘

が
消
滅

し
た

後
も

、
幕
末

ま

で
九
条
家

諸
大

夫

と
し

て
存

続

し

て
い
る
。
在

利
や

長
松

丸

以
降

の
人
物

が
、

石
井
三
家

の
系
図

に

記
さ
れ

な

い

の
は
、

そ

の
作
成
時

期
が

、
室

町
末
期

か

ら
遠

く
離

れ

て

い
な

い
こ
と
を

示
し

て

い
る
の

で
は
な

い
だ
ろ
う

か

+̂
九
}。

五

石
井
了
派
と
石
井
三
家

以
上

、
『
系

図
』

に
見

ら

れ

る
石
井

三
家

の
系
図

が
、

石
井

三
家

す
な

わ
ち

東
九
条

荘

下
司
職

を
務

め
た

石
井
氏

に
よ

っ
て
、

十

六
世

紀
前

半

頃

に
作

ら
れ

た

可
能

性

に

つ
い

て
論

じ

て
き

た
。

『
系

図
』

の
編
者

は
、

こ

の
よ

う

に
作

成
さ

れ
た

石

井
三

家

の
系

図
を

、

「
九

条
殿

下

之
日
記

」

か
ら
引
用

し
、

こ
れ

に
序

文
を

つ
け

て
、
そ

の
後

に
連

歌
師

石
井
家

系

図
を
付

載

し
た
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

そ

の
意

図
を

推

し
測
れ
ば

、
連

歌
師

石
井
家

の
出
自
が

石
井

三
家

で
あ

っ
た

こ
と

を
主

張
す

る
も

の
で
あ

ろ
う
。

連

歌
師

石
井
家

が

石
井

三
家
と

同
族

で
あ

る
と

い
う
説

は
、
編

者

と

目
さ
れ

る

了
珍

や
、

そ
れ

以
前

の
連
歌

師

石
井
家

に
よ

る
創
作

と

考
え

る
向

き
も
あ

ろ
う

が
、
実

際
、

両
者

は

同
族

で
あ

っ
た
よ
う

で

あ

る
。

そ

の
こ
と
は
、

連
歌

師

石
井
家

の
祖

・
石
井

了
派

と

石
井
三
家

の

共
通

点
か

ら
想
定

で
き

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
前

稿

で
も
若

千

触
れ

た
が
、

先
行

研
究

の
確

認
や

論

の
補

足
を

行

い
、

改

め

て
石
井

了
派

と

「
石
井

三
家
」

と

の
接
点

を
考
察

し
た

い
。

石
井

了

派
に

つ
い

て
、
草

稿
本

『
系
図

』

で

は
、

「
宗
祇

門

弟
為

連
歌

師

五

月
廿
九

日
卒

年
号

不
詳
」

と
記

し
、
浄

書
本

に

は

「永

録

二
年

己
未

(
五

月
廿

九

目
卒
)
」
な

ど

の
記

述

が
書

き
加

え

ら
れ

て
い
た
。
了
派

が
宗
祇

の
弟

子

で
あ

っ
た

こ
と

は
未

確
認

で
あ

る
が
、

連

歌
師

で
あ

っ
た

こ
と

は
確

か

で
あ

り
、

『
新

撰
菟

玖

波
集

』

に

一

句

入
集

し

て

い
る

ほ
か

、

天
文

三
年

(
一
五

三

四
)
、

千
句

に

出
座

す

る
な
ど

、
連
歌

師
と

し

て

の
活

動
が

見
え

る

(『
連
歌

総

目
録
』
)
。

了
派
が

永
禄

二
年

(
}
五
五

九
)

に
没

し
た
と

い
う
浄

書
本

『
系

図
』

の
記

述
が

、
何

に
依

拠
し

て

い
た

の
か
は
不

明
だ
が

、
永

禄
四

年

に

は
了

派
が

没

し

て

い
た

こ
と

を

示
す

資
料

が

あ

っ
た
。

『
思
文

閣
古

書
資

料

目
録
』

一
八

五
号

(平
成

十
六

年

一
月
)
所

載

の

「宗

養
連

歌
幅

」

は
、

室

町
末

期
に

活
躍

し
た
連

歌
師

谷
宗
養

の
発

句

二

十

四
句
を

記

し
た
新

出
資

料
だ

が
、

発
句

に
は
詞
書

を
持

つ
も

の
も

あ

り
、

そ

の
中

に
次

の
よ

う
な

も

の
が

あ

る
。

石
井
了
派
追
善
に

咲
も
此
世
を
卯
花
の
心
か
な

五
月
雨
は
雲
を
う

へ
た
る
早
苗
哉

つ
ま

り
、

石
井

了
派
追

善
連

歌

の
発
句

で
あ

る
。

同
資

料

は
、

了
派

追
善

連
歌

が

い

つ
興
行

さ

れ
た

の
か
、

明

示
し

て

い
な

い
が
、

こ
の
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二
句

後

に
は

「三
好

匠
作

千
句

に
五
畿

内

之
名
所

二

つ
撰

入
て
夏

月

十

之
内

」

と

い
う

詞
書

と
、

「木

間

も

る
月

影

い
く

へ
氷

室

山
」

の

発
句

が

見
ら
れ

る
。

三
好

匠
作

と
は
修

理
大

夫

で
あ

っ
た

三
好
長

慶

で
あ

り
、

こ

の
発
句

は
永
禄

四
年

五

月

二
十

七

日
か

ら
二
十

九

日
に

か
け

て
興

行
さ

れ
た

『
飯
盛

千
句

』

の

一
部

で
あ

る
。

「宗

養
連

歌
幅

」

は
、
特

定

の
年

に
お
け

る
宗

養

の
発
句

を
、

正

月
か

ら
七

月
ま

で
、
時

系

列
に
沿

っ
て
配
列

し
た

も

の

の
よ
う

で
あ

り
、

『
飯

盛

千
句

』

の
発
句

が
あ

る

こ
と

か

ら
、
永

禄

四

年

の
も

の

と
思
わ

れ

る
。

そ

の
ほ
か

の
発
句

は
、

年
代

を
推

定
す

る

こ
と
が

で

き
な

か

っ
た

が
、

石
井

了

派
追
善

連
歌

は
、

永
禄

四
年

五
月

以
前

に

興
行

さ
れ

た
も

の
で
あ

ろ
う

(―王
。
追

善

の
連

歌

は
、
没

後
程

な

く

行
う

も

の
だ

ろ
う

か

ら
、

了
派

の
没
年

も
永

禄

四
年

五
月
を
遠

く

さ

か

の
ぼ

ら
な

い
時

期

で
あ

っ
た
と

考
え

て
よ

い
。

こ

の
よ
う

に
、

石
井

了
派

は

十
五
世

紀
末

か
ら

連
歌
師

と

し

て
の

活
動

を
見

せ
、
永

禄
年

間

に
没

し
た
と

考
え

ら
れ

る
。

し

か
し
、

了
派

は
、

連
歌

師

の
ほ

か
に
、

公
家

の
被
官

と

し

て
の

側
面
も

持

っ
て
い
た
。

先

に
述

べ
た
通

り
、

了
派

の
句

は

『
新

撰
菟

玖
波
集

』

に
読
人

不
知
衆

と

し

て
入
集

し

て

い
た

が
、

そ

の
こ
と

は

『
新

撰
菟

玖
波

集
作

者
部

類
』
に
よ

っ
て
知

る

こ
と
が

で
き

る
。
『
作

者

部
類

』

に
は
内

容

の
異
な

る
伝

本
が
複

数

あ
り
、

そ

こ
に

は
、
法

名
了

派
、
通

称
弥

三
郎

、
実

名
滋

久
、

童
名

千
代
菊

で
あ

っ
た

こ
と

の
ほ

か
、
宇

治
氏

を
称

し

て

い
た

こ
と

(大
永

本
)

や
、

飛
鳥

井
殿

の
被

官

で
あ

っ
た

こ
と

(
伝
宗
鑑

本
)

な

ど
に

つ
い
て
も

記
録
さ

れ

て
い

る

三
士

}。

こ

の

こ
と

は

末
柄

豊

氏

に
よ

っ
て

既

に
指
摘

さ

れ

て
お

り
、

了
派

に

関
す

る
記

録

が
、

『
実

隆

公

記
』

(
明

応

六

年

五

月
十

九

日
条

、
永

正

三
年

七
月

十
三

日
条
、

天
文

二
年
正

月

二
十

五

日
条

)

に
見
え

る

こ
と
も
併

せ

て
報
告

さ

れ

て
い
る

(二
+
三
。

そ

こ
で
、

『
実

隆

公

記
』

を

見

る
と
、

明
応

六
年

(
一
四
九

七
)

五

月
十

九

日
条

に

は
、

「塔
森

公
用
使

節

事
、

石
井

弥

三
郎

滋

久
献

請
文

」
、
永

正

三
年

(
一
五
〇

六
)
七
月

十
三

日
条

に

は

「
当
所

(
11

塔
森

)
御

月
別
事

、

此
問

石
井
弥

三
郎

錐
為

御
使

、
自

当

月
分

本
所

御
直

納
候

」
と
あ

り

、

石
井
弥

三
郎

滋
久

(了
派

)

が
、

明
応

六
年

か
ら
永

正
三
年

ま

で
、

塔
森

の
渡

か

ら
三
条

西
家

に

月
別

の
公

事
を

納
め

る
際

の

「使

節

」
に

任
じ

ら
れ

て

い
る
。
塔

森

は
山

城
国

紀
伊

郡

に
あ

り
、

現
在

の
京
都
市
南

区
塔

ノ
森
付

近
、

鴨

川
と
桂

川

が
合

流
す

る
地
点

に
接

し

て

い
る
。

石
井

滋
久

(
了
派

)

が
、

塔
森

公
用

使
節

に
任

じ
ら

れ
た

の
も
、

紀
伊

郡

に
地
盤

を
持

っ
て

い
た
か

ら

で

あ
ろ

う
。

了

派
が
宇

治
氏

を

名
乗

り
、

公
家

の
被
官

で
あ

っ
た

こ
と
を
考

え

合

わ

せ

る
と
、
宇

治

氏
や

石
井

三
家

と

の
間
に

は
、

土
ハ通
点

が
複

数

見
ら

れ

る
。

宇
治

氏

・
石
井

三
家

も
、

同

じ
く

山
城

国
紀
伊

郡

で
大

き
な
勢

力

を
持
ち

、
九

条
家

に
仕

え
、

荘
園

領
主

と

し

て
盛

ん

に
活

動
を

し

て
い
た
。

明
確

な
資

料

は
見
出

せ
な

い
も

の
の
、

石
井

了
派

と
石

井
三
家

が

同
族

で
あ

っ
た

可
能
性

は
高

い
。
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こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
連
歌
師
石
井
家
が
石
井
三
家

の
出
身
で
あ
る
と
主
張
す
る

『系
図
』
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
の
連

歌
師

石
井
家
に
よ
る
勝
手
な
創
作
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
根
拠
に
基

づ
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

お
わ

り
に

以
上

、
『
系

図
』

の
成

立
や

、

同
書

に
引

か

れ

て

い
る

石
井

三
家

の
系

図

に
お
け

る
史
実

性
と
虚

構

性

に

つ
い
て
検

証

し
、
連

歌
師

石

井
家

と

石
井
三
家

と

の
関
係

に

つ
い
て
論

じ

て
き
た
。

つ
ま

り
、
『
系
図
』

の
編
者

は
江

戸
中
期

の
連

歌

師

石
井

了
珍

と

推
測

さ
れ
、

そ

の
成
立

時
期

は
草
稿

本
が

元
文

三
年

以
降
、

浄
書

本

が
寛

延

二
年

以
降

で
あ

っ
た
。

『
系
図

』

の
編
者

は
、

石
井

三
家

の

系

図

を
、

「
九
条

殿

下

之

日
記

」

か

ら
引

用

し

た
上

で
、

「
月
輪

禅

定
兼

孝
公

之
御

記
」
な

ど
を

引
き

つ

つ
、

序

文
を

つ
け
、

そ

の
後
に

連
歌

師

石
井
家
系

図
を

付
載

し
た
。

そ
れ

は
、

石
井

三
家

が
連

歌
師

石
井
家

の
祖

先

で
あ
る

こ
と
を

主
張

す

る
意

図

が
あ

っ
た

と
思
わ

れ

る
。石
井
三
家
は
実
在
し
、
室
町
期
に
九
条
家
領
山
城
国
東
九
条
荘
の

下
司
職
を
務
め
て
い
た
石
井
氏
で
あ

っ
た
。
石
井
三
家
の
系
図
自
体

も
、
石
井
三
家
側
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、

そ
の
記
述
に
は
、
伝
説
的
な
人
物
や
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ

て
を
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
実
在
す
る
人
物
で
構
成

さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
も
、
東
九
条
荘
下
司
職
相
承
系
図
と
石

井
三
家
の
血
縁
を
示
し
た
系
図
と
い
う
、
異
な
る
種
類
の
系
図
が
接

合
さ
れ
て
お
り
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ

の
よ
う
な

検
証

を

し
た
上

で
、
連

歌
師

石
井
家

の
祖

了
派
と

石

井

三
家
と

の
関

係
を
探

っ
て
み

る
と
、

断
言

は

で
き
な

い
ま

で
も
、

お

そ
ら
く

同
族

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

が
言

え
そ
う

で
あ

る
。

そ

の

根
拠

に

は
、
両
者

が

石
井

氏

の
ほ
か
、

宇
治

氏
を
名

乗

る

こ
と

も
あ

っ
た

こ
と

や
、

公
家

の
被
官

で
、

公
家

領

の
年
貢
や

公
事

な
ど

に
関

与

し

て
い
た

こ
と
、

山
城

国
紀
伊

郡

に
地
盤

を
持

っ
て
い
た

こ
と
な

ど

の
共
通
点

が
あ

げ
ら

れ

る
。

お

そ
ら

く
、
連

歌
師

石

井
家

の
出
自

は
、

石
井

三
家

で
あ

っ
た
と

思
わ

れ

、
『
系

図
』

の
主

張

も
根

拠

の
な

い
も

の
で

は
な

か

っ
た
と

い
う

結
論

が
導

か
れ

た
。

さ

て
、

こ
こ
で
再

び
冒

頭

の
問

い
に
戻

り
た

い
。

連
歌

師
を

輩
出

し
、

能
楽

の
大
鼓

役
者

を

も
輩

出
し
た

石
井

家
が
、

な
ぜ

上
層

住
民

と

し
て
京
都

の
都

市
部

に
居

住

し
、

貴

顕
や

文
化

人
た
ち

の
間

で
連

歌
を

す
る

こ
と
が

で
き

た

の
か
。

そ

の
答
え

の

―
つ
と

し

て
、

石
井
家

が
本

来
公
家

領
等

の
下
司
職

や
公
家

の
被

官
と

し

て
活
動

し
、

京
都

近
郊

に
地

盤
を
持

っ
て

い
た

一
族

で
あ

っ
た

こ
と
を

あ
げ

て

お
き
た

い
。

さ
ら

に
、

了
派

に
は
、

室

町
後

期
最

大

の
文
化

人
と
も

言
わ

れ

る
三
条

西
実

隆
と

の
交

流
も
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あ

っ
た
。

実
隆

は
聴

雪
と

号

し
て
、
盛

ん
な

連
歌

活
動

を
見

せ
、

了

派

ら

と

}
座

し
た

連

歌

も
存

在

し

て

い
る

三
+
三
り。

了
派

は
、

実
隆

と

の
交
流

に

よ

っ
て
、

よ

り
容
易

に
連

歌
活

動
が

可
能

に
な

っ
た
と

思
わ

れ
る
。

ま

た
、

石
井
家

は
、

京
都

近
郊

に

お
け

る
有
力
在

地
領

主

石
井
氏

(
石
井
三
家

)

の
係
累

と

し
て
、

そ
れ

な
り

の
経
済

力

を
持

っ
て
い

た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
連

歌
師

石
井
家

は
、

天
正
期

以
降

、
禁

裏

に
南

接

し
た
新

造

の
町

・
新

在
家

に
居
住

し

て
い
た
。

織
豊

期

の

新

在
家

は
、

富
裕

層
が
数

多

く
住

ん

で
い
た

地
域

で
あ

り
、

石
井
家

も
経
済

的

に
窮
乏

し

て

い
た
節

は

見
ら

れ
な

い
。

石
井

三
家

と

同
族

で
あ

っ
た

こ
と
を
、

連
歌

師

石
井
家

の
地
盤

形
成
や

、
大

鼓
方

石
井

家

発
生

の
背

景
と

し

て
想

定
す

る
こ
と

は
、
あ

な
が

ち
間
違

い
で
は

な

い
だ

ろ
う
。

〈注
〉

(
}
)
『
能
と
狂
言
』

2
、
平
成
十
五
年
五
月
。

(
二
)
綿
抜
豊
昭

『
近
世
前
期
猪
苗
代
家

の
研
究
』

(新
典
社
、
平
成
十
年
)

に
拠
れ
ば
、
七
種
連
歌
は
、
伊
達
家
が
正
月
七

日
に
行

っ
た
儀
礼
的

な
連
歌

で
あ
り
、
若
菜
連
歌
と
も
呼
ぽ
れ
る
。
綿
抜
氏
著
書
は
、
猪

苗
代
家

の
考
察
を
主
目
的
と

し
て
い
る
が
、

石
井
家

に
関
し
て
も
数

多
く
言
及
し
て
お
り
、
参
考
に
な

る
。

(
三
)
了
珍
が
法
橋

・
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
年
記
と
年
齢
に
よ
れ
ば
、
了
珍

は
宝

永

六
年

(
一
七

〇
九

)

生

に
な

る
。

し
か

し

、
『
系

図
』

で
は
、

伊

達
吉

村

の
お
目

見
え

と
な

っ
た

の
が

、
享

保
十

―
年

(
一
七

二
六
)
、

十

四
歳

の
時

で
あ

っ
た

と

も

記
す

。

こ

の
記

述

に

よ

れ
ば

、

了

珍

の

生

年

が

正

徳

三
年

(
一
七

=

二
)

に
な

っ
て
、

四
年

の
齪

齪

が

生

じ

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て

は
、
今

後

の
検

証
が

必

要

で
あ

る
。

(四
)
大
阪
天
満
宮
蔵

『連
歌
雑
記
其

一
』
所
収
。
綿
抜
氏
前
掲
書
三
九
六

～
九
頁

の
翻
刻
に
拠
る
。

(五
)
菅
原
正
子

「九
条
家
領
山
城
国
東
九
条
荘

の
存
在
形
態

九
条
家

文
書
に
よ
る
復

元
に

つ
い
て

」

(『
古
文
書
研
究
』

25
、
昭
和
六

十

―
年
五
月
)。

(六
)
九
条
家
文
書
は
、
『
図
書
寮
叢
刊

九
条
家
文
書

(
一
～
七
)
』
(宮

内
庁
書
陵
部
、
昭
和
四
十
六
～
五
十
二
年
)
に
拠

る
。
以
下
、

(

)

内

の
番
号
は
、
同
書
に
お
け
る
文
書
番
号
で
あ
る
。

(七
)
秀
安

・
親
治

の
名
は
、
『
親
元
日
記
』
所
収

「室
町
幕
府
政
所
賦
銘

引
付
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(八
)
以
下
、
室
町
期
に
お
け
る
石
井
氏
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
仲
村
研

「九

条
家
代
官
石
井
氏
に

つ
い
て
」

(秋
山
國
三
先
生
追
悼
会
編

『
京
都
地

域
史

の
研
究
』
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
四
年
)
を
参
照
し
た
。

(
九
)

永

正
七

年

六

月

日

・
石
井

顕

親

重
申

状

案

(
一
〇

四

六

号
)
、

永

正

七
年

七

月

日

・
石
井

顕

親

三

問

状
案

(
一
〇

五

〇

号
)

な

ど
。

(十
)
永

正
人

年

十

二
月

二
十

一
日

・
九
条

家

奉
行

人
奉

書

(
一
〇

五

四
号

)。

(十

一
)

(文
亀

元
年
)

四
月

十

日

・
湯

浅

通
宗

・
西
村

有

弘
連

署
書

状

(
一
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四
二
号
)
、
永
正
六
年
十

一
月
十
六
日

・
東
九
条
荘

下
司
職
補
任
状
写

(九

一
九
③
号
)
な
ど
。
永
正
十

一
年
七
月
十
四
日

・
石
井
在
利
文

書
目
録
注
文

(
一
〇
六
九
号
)
に
は
、
「
左

〔衛
門
〕

在
利
」
と
自

署
し

て
い
る
が
、
永
正
十

一
年
十
二
月
三

日

・
室

町
幕
府
奉
行
人
連

署
奉
書

(
一
〇
七
三
号
)

や
永
正
十
四
年
十
月
二
十
八
日

・
石
井
在

利
畠
地
売
券
案

(
―
〇
八

一
ω
号
)
に
は
、
在
利
が
河
内
守

を
称
し

て
い
た
こ
と
が
見
え
る
の
で
、
左
衛
門
大
夫
と
名
乗

っ
た

の
は
、
永

正
十

一
年
ま
で
で
あ
ろ
う
。

(十
二
)
宇
治
安
信
か
ら
下
司
職
を
相
伝
さ
れ
た
清
安

に
も
、
相
承
系
図

で

は

「
父
左
衛
門
大
夫
云
々
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
安
信
が

「
左
衛
門

大
夫
」
と
名
乗

っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な

い
の
で
、
清
安
と
安
信

の
血

縁
関
係
に
つ
い
て
も
不
明
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

(
十
三

)
東

九

条

荘

下
司

職
相

承

系

図
写

(九

一
九

②

号
)
、

文

永

六
年

二

月

二
十

日

・
僧

円
蓮

譲
状

写

(九

一
九

10
号

)
、
貞

応

二
年

正

月

日

く

・
菅

原

範
貞

譲

状

写

(九

一
九

11
号

)
、

文
治

二
年

閏

七

月

日

・
菅

く

原
貞

利
譲

状
写

(九

}
九

12
号
)
。

く

(十
四
)
た
だ

し
、
安
平
の
三
子
に
至

っ
て
石
井
氏
と
名
乗

っ
た
と

い
う
、

『
系
図
』
序
文
の
内
容
は
正
し
い
よ
う

で
あ
る
。
宇
治
氏
が
石
井
を

名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
初
例
が
、
永
享
七
年
十
二
月

二
十
四
日

・
九

条
満
教
袖
判
御
教
書
写

(九

一
九
㈲
号
)
に
見
え
る

「
石
井
美
作
守

豊
安
」
と
い
う
記
述

で
あ
り
、
豊
安
以
前
に
石
井
と
名
乗

っ
た
例
は

見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

(十
五
)
前
掲
菅
原
氏
論
文
。
ま
た
、
宇
治
氏
が
菅
原
氏
に
代
わ

っ
て
東
九

条
荘
下
司
職
を
相
伝
す

る
に
至

っ
た
背
景

に
、
領
家

で
あ
る
九
条
家

の
勢
力
低
下
が
あ

っ
た
と
も
推
測
し
て
い
る
。

(十
六
)
前
掲
菅
原
氏
論
文
。

(十
七
)
行
基
式
日
本
図

(行
基
図
)

に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
地
図
史
研

究
や
日
本
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
数
多
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

通
説
で
は
、
日
本
図
が
行
基
作
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
が
、

日

本
図
を
行
基
が
作

っ
た
と

い
う
言
説
が
ど

の
よ
う

に
し
て
生
み
出
さ

れ
た
の
か
と

い
う
点
に

つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
応
地
利
昭
氏
は
、
『
今
昔
物
語
集
』

の
成
立
や
東
大
寺
大
仏
再
建

の
勧
進
と
関
連
づ
け
て
、
十

二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
中
期

の
東
大
寺

周
辺
に
、
そ

の
発
生
を
想
定
し
て
い
る

(『
絵
地
図
の
世
界
像
』
、
岩

波
書
店
、
平
成
八
年
)
。
ま
た
、
黒
田
目
出
男
氏
は
、
十
三
世
紀
以
前

に
成
立

し
た
と
思
わ
れ

る

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
所
引

『
行
基
菩
薩
記
』

が
、
そ

の
背
景
に
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る

(
「行
基
式

〈日
本
図
〉
と

は
な
に
か
」
『
地
図
と
絵
画

の
政
治
文
化
史
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

平
成
十
三
年
)
。

(十
八
)
浄
書
本

『
系
図
』

で
は
、
長
親
と
長
松
丸
を
兄
弟
と
す
る
が
、
実

際
は
長
親
と
長
松
丸
は
兄
弟
で
は
な
い
。
九
条
家
奉
行
人
奉
書
案

(
―

二
〇
四
号
)
に
は
、

「祖
父

[親
]
治
」
と
あ
り
、
親
治
か
ら
見
て
、

長
親

は
子
、
長
松

丸
は
孫
に
あ
た
る
。
草
稿
本

『
系
図
』
に
は
、
長

親
と
長
松
丸
を

兄
弟
と
す
る
系
線
と
と
も
に
、
長
親
と
長
松
丸
を
親
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子
に
す

る
系
線
も
引
か
れ

て
い
る
。
浄
書
本

で
は
、

そ
の
う
ち
兄
弟

の
系
線
を
残
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
親
子

の
系
線

の
方
が
史
実
に
近

い
よ
う
で
あ
る
。

(十
九
)
『
図
書
寮
叢
刊

九
条
家
文
書
四
』
四
十
三
頁
の

「石
井
氏
系
図
」

も
、
本
書
に
お
け
る
石
井
三
家
の
系
図
と
非
常

に
近

い
内
容
を
持

っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
『
図
書
寮
叢
刊
』
所
収
系
図
に
は
、
系
図
の
典
拠

が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
、
『
系
図
』
と
同
様
の
系
図
に
拠

っ

た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査

に
期

し
た
い
。

(二
十
)
落
合
博
志
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。
「宗
養
連
歌
幅
」
は
国
文
学
研

究
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
木
藤
才
蔵

『
連

歌
史
論
考

下
』
増
補
訂
正
版

(明
治
書
院
、
平
成
五
年
)

の

「連

歌
師
年
表

増
補
」
に
も
、
永
禄
四
年
夏
、
安
立
院
で
興
行
さ
れ
た

石
井
了
派
追
善
連
歌
に
、
宗
養
が

「散
も
こ
の
世
を
卯
花

の
心
哉
」

の
発
句
を
詠
ん
だ

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

(二
十

一
)
横
山
重

・
金
子
金
治
郎
編
、
貴
重
古
典
籍
叢
刊

4

『
新
撰
菟
玖

波
集

実
隆
本
』

(角
川
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
)
。

(二
十

二
)
末
柄
豊

「宗
祇
書
状

の
伝
来
に
関
す
る

一
考
察
ー

蒐
集
文
書

と

紙
背

文
書

」
(『
室

町
時
代

研

究
』

1
、
平
成

十

四
年

十

二
月
)
、

注

四
十

六
。

(
二
十
三
)
天
文
三
年

(月
不
詳
)
二
十
五
～
七
日
千
句

(『
連
歌
総
目
録
』
)。

木
藤
氏
前
掲
書
に
拠
れ
ば
、
七
月

の
興
行

で
、
宗
祇
三
十
三
回
忌

の

連
歌
ら
し
い
。

(な

か

し
ま

け
ん
す
け

・

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
)
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